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「天
地
」
・
「人
物
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「気
」

「
理
」
と
「
道
」
と

「天
道
」・「
人
道
」

「人
」
と
「
物
」
|
|
「
理
財
」

「
ご

か
ら
「
雨
」
へ

「中
庸
」
論
と
園
家
臨
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字
は
正
則
、

水
心
先
生
)
が
、
南
宋
永
嘉
皐
振
を
代
表
す
る
思
想
家
で
あ

上 り
、
陳
亮
と
並
ん
で
事
功
涯
の
隻
壁
と
稿
さ
れ
、
朱

・
陸
二
涯
と
と
も
に
鼎
足
を
な
す
と
も
評
さ
れ
て
い
る

(
『
宋
元
皐
案
』
各
五
四
「
水
心
皐
案
」

全
組
曲
ヰ
豪
語
)
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
本
稿
で
は
、
葉
適
の
思
想
に
現
れ
る
い
く
つ
か
の
重
要
な
概
念
に
即
し
つ
つ
、
彼
の
思
想
の
な

そ
し
て
、
そ
れ
と
彼
の
事
功
涯
的
|
功
利
主
義
的
・

現
貫
主
義
的
思
想
傾
向
と
の
関
連
に
つ
い

てか
の
考世
察界
を翻
試な
みい
た(し
い人自
。ー然

翻
と
し、

う

'̂' 、回
ざ

面

「
天
地
」

・
「
人
物
」
・
「気
」

(
2
)
 

葉
適
は
、
晩
年
の
誼
書
ノ

l
ト
で
あ
る

『
習
皐
記
言
序
回
』
(
巻
二
二、

漢
書
二
、
志
)
で
、

『
漢
書
』

天
文
志
の
「
陰
陽
の
精
、

本
地
に
在



か
み

り
て
、
上
天
に
設
す
L

と
い
う
語
を
引
い
て
、

後
世
の
天
文
術
家
固
よ
り
未
だ
能
く
此
れ
を
言
ふ
者
有
ら
ず
e

然
れ
ど
も
聖
人
は
天
を
敬
し
て
責
め
ず
、
天
を
畏
れ
て
求
め
ず
。
天
白
づ

か
ら
天
道
有
り
、
人
自
づ
か
ら
人
道
有
り
、
暦
象
醸
磯
は
、
天
行
に
順
っ
て
以
て
人
に
授
け
、
異
な
ら
ざ
ら
し
む
る
の
み
。
若
し
人
道
を

壷
さ
ず
し
て
備
を
天
に
求
め
て
以
て
之
れ
を
町
し
く
し
、
必
ず
「
景
の
形
に
象
り
、
響
の
撃
に
鷹
ず
る
」
(
何
散
士
山
)
が
如
し
と
せ
ば
、
天

に
求
む
る
こ
と
甚
だ
詳
、
天
を
責
む
る
こ
と
愈
い
よ
急
に
し
て
、
人
道
童
く
贋
る
。

と
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
直
接
に
は
天
文
に
関
し
て
い
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
彼
は
ま
た
同
書
(
各
六
、
毛
詩
大
雅
文
王
之
什
)
で
、

斉
の
文
王
を
言
ふ
は
、
人
道
量
せ
る
な
り
。
皇
奈
の
文
王
を
言
ふ
は
、
天
徳
合
せ
る
な
り
。
:
:
:
後
世
の
聖
と
作
る
の
拳
は
蓋
し
文
王
に
本
づ

た

く
な
り
。
人
道
を
蓋
し
て
以
て
天
に
事
ふ
る
者
は
、
聖
人
な
り
、
天
と
一
震
ら
ん
と
す
る
は
、
則
ち
皐
者
の
過
ち
な
り
」
と
、
天
徳

・
人
道
を

(

3

)

(

4

)

 

『水
心
別
集
』
巻
五
、
「
進
巻
、

書
」
で
も
、

「
甲
ω

並
稿
し
つ
つ
天
人
合
一
的
な
考
え
方
を
斥
け
て
お
り
、

「
天
に
常
道
有
り
、
地
に
常
事
有
り
、
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人
に
常
心
有
り
」
と
、
天
・
地
・
人
を
並
列
し
、

た
と
え
ば
父
母
の
子
に
お
け
る
ご
と
き
が
人
の
常
心
だ
と
す
る
。

そ
し
て
、
葉
遁
に
よ
れ
ば
、

「
天
」
と

「地
」
と
は
結
合
さ
れ
て
「
天
地
」
の
概
念
を
な
し
、
そ
の
天
地
は
「
陰
陽
の
気
」
を
作
用
せ
し
め

る
、
と
設
か
れ
る
。

『
老
子
』
第
五
一
章
を
批
評
し
つ
つ
、

夫
れ
天
地
は
大
用
を
以
て
陰
陽
に
付
興
す
。
陰
陽
の
気
運
っ
て
四
時
を
成
し
、
此
れ
を
殺
し
彼
れ
を
生
ず
。
宣
天
地
に
不
仁
有
ら
ん
や
。

ハ
習
一
五
、
老
子
)

と
い
う
。
こ
こ
で
は
、

『
老
子
』
の
「
天
地
不
仁
」
へ
の
批
判
で
あ
る
た
め
に
、

し
か
し
、
天

「
天
地
」
が
主
題
に
推
し
出
さ
れ
て
い
る
が
、

(
5
)
 

地
そ
の
も
の
に
陰
陽
の
気
に
劃
す
る
主
鐙
的
機
能
が
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

(
6〉

の
法
に
つ
い
て
、

『
惰
書
』
律
暦
志
上
に
見
え
る
毛
爽
ら
の
候
気

「
夫
れ
気
の
必
ず
臆
じ
、
灰
の
必
ず
飛
ぶ
は

陰
陽
の
情
・
天
地
の
理
の
嘗
に
然
る
べ
き
な
り
・」

(
習
三
六
、

階
書
て

志
)

と
い
う
よ
う
に

「
天
地
の
理
」

(
彼
に
お
け
る
理
の
概
念
に
つ
い
て
は
後
に
飼
れ
る
)

「
陰
陽
の
情
」
が

「気」

(
こ
こ
で
は
十
二
箇
月
の
気
)
の
嬰
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化
と
し
て
具
現
す
る

と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
更
に
、

『
易
』
に
関
連
し
て
、
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夫
れ
天

・
地
・

水
・
火

・
雷

・
風

・
山
・

淳
、
此
の
八
物
は

一
気
の
役
す
る
所
、
陰
陽
の
分
か

つ
所
、
其
の
始
め
を
造
と
篤
し
、
其
の

卒
り
を
化
と
信
用
す
。
而
う
し
て
聖
人
も
其
の
由
っ
て
来
る
所
の
者
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
:
:
:
(
別
五
、
進
巻
、
易
)

と
い
う
よ
う
に
(
直
接
に
は
易
の
卦
の
成
立
を
説
明
す
る
文
脈
中
の
言
葉
で
あ
る
が
)
、
天
地
寓
物
が
、

一
気

・
陰
陽
に
も
と
づ
く
も
の
と
し
て
考
え
ら

れ
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
葉
適
に
あ

っ
て
、
高
物
の
貫
質
を
な
す
も
の
は
「
気
」

で
あ
り、

そ
れ
が
二
面
的
に
表
象
さ
れ

る
場
合
が
「
陰
陽
」

気
を
質
質
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
自
然
世
界
の
線
鐙
を
意
味
す
る
も
の
が
「
天
地
」
で
あ
っ
た
、

と
解
韓
さ
れ
る
。

考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
の
闘
係
を
天
地
と
い
う
総
枠
の
側
か
ら
見
る
と
き
、
天
地
の
な
か
で
陰
陽
の
気
が
作
用
し
そ
れ
が
寓
物
を
生
滅
せ
し
め
る
、

(

7

)

 

『
老
子
』
第
五
一
章
に
つ
い
て
の
言
葉
は
、
こ

の
園
式
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
い
う
園
式
が

前
引
の
「
進
巻
、
書
」
で
は

「
天
」
・
「
地
」
・
「
人
」
が
並
列
さ
れ
て
い
た
が
、

貫
は
右
の
よ
う
に
、
天
・
地
は
む
し
ろ
結
合
さ
れ
て
一
つ

の
世
界
を
意
味
す
る
概
念
と
な
っ
て
い
て
、

そ
の
限
り
で
は
中
園
の
侍
統
思
想
の
通
例
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
が
、
薬
適
に
あ

っ
て
は
、
こ
の

「
天
地
」
は
「
気
」
に
も
と
づ
く
、

と
さ
れ
る
。
そ
れ
が
「
人
」
と
並
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
よ
り
贋
く
、
天
地
と
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天
地
聞
の
蔦
物
(
人
を
も
含
む
)
と
の
関
係
は
、
ど
う
考
え
ら
れ
て
い
た
か
o
l
--

葉
適
は
、
『
詩
』
を
論
じ
た
文
章
の
な
か
で
、

と
い
う
。
彼
に
よ
れ
ば

夫
れ
天
地
の
聞
に
形
あ
る
者
は
、
物
な
り
。
皆
一
に
し
て
而
も
同
じ
か
ら
ざ
る
有
る
者
は
、
物
の
情
な
り
。

:
:
(
別
五
、
準
巻
、
詩
)

(
8

)

 

「
物
」
と
規
定
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
、

「
気
」
を
寅
質
と
す
る
有
形
の
蔦
物
は

「
天
地
」
は
「
物
」
と
区
別
さ
れ

あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
人
に
つ
い
て
も
、

「
夫
れ
内
に
肺
肺
肝
腫
有
り
、
外
に
耳
目
手
足
有
り
、

---， 

物
L 

此封
りし
溺2て
ぞ 「
物天
に地
非」

ざか

三記
ど的
な
位
置
(別
七
、

て
い
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
天
地
も
ま
た
一
気
・
陰
陽
に
も
と
づ
く
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、

進
巻
、
大
観
)
と
、
そ
れ
が
「
物
」
に
属
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

「
時
粛
記
」
(
文
九
)
と
い
う
文
章
で
は
、
人
と
、

人
以
外
の
「
物」

と
が
合
せ
て

「
人
物
」
と
い
わ
れ
、

」
の

「人
物
」
と
「
天
地
」
と
が
封
比
さ
れ
て
い
る
。

時
の
用
震
る
大
な
り
、
朽
敗
の
徐
に
設
生
し
、
依
絶
の
後
に
流
行
す
。
天
地
は
人
物
の
主
た
り
と
雄
も
、
而
れ
ど
も
自
ら
魚
さ
ず
、



皆
命
を
時
に
聴
く
の
み
。
興
す
所
は
奪
ふ
能
は
ず
、
慶
す
る
所
は
之
れ
に
興
ふ
る
莫
き
な
り
。
:
:
:
時
は
常
に
運
り
て
息
む
無
く
、
高
物

と
人
と
亦
皆
動
き
て
止
ま
ず
。

こ
れ
は
、
彼
の
友
人
が
そ
の
室
を
『
易
』
艮
卦
象
俸
に
も
と
づ
い
て
時
粛
と
名
づ
け
て
い
る
の
に
寄
せ
た
文
で
あ
る
の
で
、

「
時
」
の
概
念

を
強
調
し
て
い
る
が
、

「
天
地
」
と
「
人
物
」
と
に
つ
い
て
い
え
ば
、
雨
者
は
と
も
に

「時
」
の
規
制
を
受
け
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ

そ
れ
は

「自
ら
震
さ
ず
」
、

人
物
に
封
し
て
主
睡
的
機
能
を
持
つ
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な

て
、
天
地
が
「
人
物
の
主
」
と
い
わ
れ
て
い
て
も
、

(
9〉
ぃ
。
そ
れ
が
「
人
物
の
主
」
で
あ
る
と
は
、
「
天
地
」
と
い
う
世
界
の
な
か
に
人
間
・

高
物
が
覆
載
さ
れ
て
い
る
、
と
い
っ
た
ほ
ど
の
意
味
に

過
ぎ
ぬ
で
あ
ろ
う
。
別
の
所
で
彼
が
「
蓋
し
蔦
物
と
人
と
天
地
の
聞
に
生
ず
る
、
同
じ
く
之
れ
を
命
と
調
ふ
」

(
習
八
、
直
記
)
と
い
う
の
は
、

こ
の
「
天
地
」
と
い
う
世
界
の
な
か
で
の
、
人
と
他
の
「
物
」
と
の
共
通
性
を
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

|
|
以
上
を
整
理
す
れ
ば
、
葉
遁
は
、

く
天
地
聞
の
蔦
物
を
、

「
天
」
な
い
し
「
天
地
」
を
、

「
気
」
に
も
と
づ
く
も
の
と
見
、
他
方
、
同
じ
く
「
気
」
に
も
と
づ

そ
こ
で
「
天
」
と
「
人
」
、

な
い
し
は
「
天
地
」
と
「
人
物
」

人
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人
を
も
含
め
て
「
物
」
と
規
定
し
た
の
で
あ
り
、

優
劣
の
位
置
に
あ
る
も
の
と
し
て
で
な
く
、
並
列
さ
る
べ
き
も
の
と
し
て
考
え
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
彼
に
お
い
て

も
、
自
然
世
界
の
線
置
は
「
天
地
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
そ
れ
と
、
世
界
の
な
か
の
「
人
物
」
と
の
聞
に
は
、

閲
・
寓
物
)
を
、

人
聞
社
舎
の
現
象
と
天
地
の
自
然
現
象
と
の
因
果
関
係
で
は
な
い
、

(
叩
)

「
景
の
形
に
象
り
、
響
の
撃
に
麿
ず
る
」
が
ご
と
し
と
す
る
天
人
感
醸
の
教
義
が
否
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
関
係
は
、

「気
」
に
媒
介
さ
れ
た
閥
係
が

と
さ
れ
て
、
前
引
の
よ
う

存
在
す
る
わ
け
で
あ
る
が

「
理
」
と
「
道
」
と

葉
通
は
、
右
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
「
物
」
や
「
天
地
」
に
、

「
理
」
が
存
在
す
る

と
し
た
。
前
引
の
文
、

「
夫
れ
天
地
の
開

33 

に
形
あ
る
者
は
、
物
な
り
。
皆
一
に
し
て
而
も
同
じ
か
ら
ざ
る
有
る
者
は
、
物
の
情
な
り
。
」

し
た
が

其
の
同
じ
か
ら
ざ
る
に
因
っ
て
之
れ
に
聴
ひ
、
其
の
一
な
る
所
以
を
失
は
ざ
る
者
は
、

(
別
五
、
進
巻
、

詩
)
は、

物
の
理
な
り
。

堅
凝
紛
錯
(
せ
る
も
の
も
)
、
逃
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遁
諸
伏
(
せ
る
も
の
も
〉
、
穆
然
と
し
て
解
け
、
油
然
と
し
て
遇
は
ざ
る
無
き
者
は
、
其
の
理
の
範
す
可
か
ら
ざ
る
に
由
る
な
り
。

と
綴
い
て
レ
る
。
天
地
聞
の
蔦
物
が
、

全
鐙
と
し
て
統
一
を
な
し
な
が
ら
も
不
同
の
個
別
性
を
有
す
る
の
が
「
物
の
情
」
で
あ
り、

そ
し
て
個

別
性
を
有
し
な
が
ら
も
統
一
を
な
し
て
い
る
の
は

「
物
の
理
」
に
よ
る
、

「
堅
凝
紛
錯」

「
逃
遁
諸
伏
」
と
レ
っ
た
現
象
の
複
雑
な
相
の
な
か

に
も
、
凱
す
べ
か
ら
ざ
る
「
理
」
が
存
す
る

と
い
う
の
で
あ
る
。

す
るこ
はの

ー「

惟E理
文」

王が

於
し、

て
之
れ
を
援
す

「
天
〈
天
地
)
」
に
閲
し
て
も
い
わ
れ
て
い
る
こ
と

ひ
そ
か

「
雅
頒
の
微
言
、
聞
に
一

二
を
見
る
に
、
天
理
に
通
じ、

性
命
に
達

(
習
六
、
毛
詩
大
雅
文
王
之
什
)

「
夫
れ
気
の
必
ず
腫
じ
、
灰
の
必
ず
飛
ぶ
は
、

陰
陽
の
情

・
天
地

(

日

)

『
惰
書
』
天
文
志
上
に
引
か
れ
て
い
る
劉
煉
の
読
に
つ

い

の
理
の
嘗
に
然
る
べ
き
な
り
」
(
前
引
)
な
ど
と
見
え
る
ご
と
く
で
あ
る
が
、
特
に
、

て
、
葉
遣
が

以
て
前
人
の
未
だ
至
ら
ざ
る
を
補
ふ
可
か
り
し
な
ら
ん
。
蓋
し
天
地
陰
陽
の

な
ぞ
-b

密
理
は
、
最
も
空
言
を
以
て
測
る
を
患
ふ
。
古
人
の
義
和
を
四
方
の
極
に
置
き
し
所
以
は
、

量
固
よ
り
地
を
以
て
天
に
準
へ

、
買
を
以
て

:
:
:
時
に
其
の
説
を
行
は
し
め
な
ば
、
或
い
は
新
義
を
得
、

虚
を
定
め
ん
と
欲
す
る
か
。

(
習
三
六
、
陥
書
一、

志
)
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と
い
う
の
は

「
天
地
陰
陽
」
の
「
理
」
な
る
も
の
を
、

「空
言
」

で
な
く
質
測
に
よ

っ
て
把
握
し
う
る
と
こ
ろ
の
、
数
理
的

・
物
理
的
な
法

則
に
近
い
も
の
と
し
て
考
え
て
い
る
こ
と
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
。

人
に
つ
い
て
、

こ
の
「
理
」
が
い
わ
れ
る
場
合
、
そ
れ
は
、

よ

夫
れ
人
の
一
身
、
仁
義
躍
智
信
自
り
の
外
に
除
理
無
し
。

(習
三、

周
易
三
)

と
し
い

『
向
蓄
』
洪
範
の
五
事
の

「
恩
」
に
つ
い
て
「
道
徳
仁
義
の
理
を
経
緯
し
、

事
物
饗
化
の
用
を
流
通
す
」

(
習
四
五
、

管
子
)
と
い
う

よ
う
に
、
仁
義
な
ど
の
倫
理
を
意
味
す
る
。
葉
適
は
、

仁
義
艦
繁
必
ず
唐
虞
三
代
に
蹄
す
と
言
ふ
は
、
儒
者
の
功
な
り
。
仁
義
瞳
笑
唐
虞
三
代
に
至
っ
て
止
む
と
言
ふ
は
、
儒
者
の
過
な
り
。
仁

義
嘘
柴
は
三
才
の
理
な
り
。

一
人
の
能
く
自
ら
帰
す
所
に
非
ず
e

三
才
未
だ
嘗
て
天
下
に
紹
え
ず
、
則
ち
仁
義
躍
祭
何
ぞ
嘗
て
一
日
も
天



下
に
行
は
れ
ざ
ら
ん
。

(
別
八
、
進
巻
、
王
通
)

理
は
前
述
の
ご
と
く
天
地
に
も
存
し
、

ま
た
人
に
も
存
す
る
が
、
人
間

世
界
の
理
た
る
仁
義
雄
繁
は
、
唐
虞
三
代
の
聖
賢
に
限
定
さ
れ
る
の
で
な
く
、
人
間
世
界
に
共
通
す
る
普
遍
性
を
有
し
、
そ
の
限
り
で
は
天
地

と
も
い
う
が
、
仁
義
雄
築
が
コ
ニ
才
の
理
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
、

の
理
と
同
様
の
恒
久
性
を
持
つ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

よ
う
に
葉
適
に
お
け
る
、
右
の
「
理
」
の
概
念
に
閲
連
あ
る
い
は
近
似
す
る
も
の
と
し
て
、

「
天
自
づ
か
ら
天
道
有
り
、
人
自
づ
か
ら
人
道
有
り
」

按
ず
る
に
古
詩
の
作
者
は

「
道
」
と
い
う
概
念
が
あ
る
。
本
稿
の
初
め
に
引
い
た

「
天
に
常
道
有
り
」
と
い
わ
れ
て
お
り
、

更
に
、

一
物
を
以
て
義
を
立
て
ざ
る
は
無
し
。
物
の
在
る
所
、
道
則
ち
駕
に
在
り
、

物
に
は
止
ま
る
こ
と
有
り
、
道

か

に
は
止
ま
る
こ
と
無
き
な
り
。
道
を
知
る
者
に
非
ず
ん
ば
物
を
該
ぬ
る
能
は
ず
、

物
を
知
る
者
に
非
ず
ん
ば
道
に
至
る
能
は
ず
。
道
は
慶

大
に
し
て
理
備
は
り
事
足
る
と
難
も
、
而
も
終
に
物
に
蹄
し
て
、
散
流
せ
し
め
ず
。

(
習
四
七
、
皇
朝
文
鑑

一
)

「
道
」
は
す
べ
て
の

「物
」
に
即
し
て
存
在
し
、
そ
の
意
味
で
普
遍
性
を
有
す
る
、
と
さ
れ
る

〈「
物
の
在
る
所
、
道
則
ち
駕
に

在
り
」
に
つ
い
て
は
、
後
に
ま
た
縮
れ
る
)
。
「
道
」
は
「
慶
大
」
で
そ
れ
に
「
理
備
は
り
事
足
る
」
と
い
う
の
に
よ
れ
ば
、

「
理
」
よ
り
も
贋
や
か
な
概
念
と
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
、

」こ
で
は

「道
」

は
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と
い
う
ご
と
く
、

こ
こ
で

「
事
」
と
結
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
暗
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
具
佳

的
・
日
常
的
な
問
題
を
も
包
み
こ
ん
で
い
て

道
は
、
古
自
り
以
て
微
砂
に
し
て
見
難
し
と
篇
し
、

皐
は
、
古
自
り
以
て
織
悉
に
し
て
統
べ
難
し
と
魚
す
。
今

(
孔
子
は
〉
其
の
所
謂
る

上
下
に
貫
通
し
、

嬰
に
雁
じ
原
に
逢
ふ
。
:
:
:
極
範
大
凄
絶
滅
霊
朽
の
除
と
錐
も
、
而
も
道
は
固
よ
り
常
に
存
し
、

撃
は
固
よ

(

ロ

)

ハ
習
二
ニ
、
論
語
)

一
を
得
、

と
い
う
ご
と
く

り
常
に
明
ら
か
に
し
て
、
身
浸
す
る
を
以
て
し
て
遂
に
眠隠れ
ざ
る
な
り
。

(

臼

)

「
皐
」
に
針
躍
す
る
、
人
の
践
履
す
べ
き
道
で
も
あ
り
、
ま
た
、

上
古
の
聖
人
の
天
下
を
治
む
る
や
、

至
れ
り
。
其
の
道
は
器
数
に
在
り
、
其
の
逼
饗
は
事
物
に
在
り
。

(
別
五
、
進
巻
、
総
義
)

35 

の
よ
う
に
、
天
下
を
治
め
る
上
で
の
道
で
も
あ
り
、

そ
し
て
、
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を
さ

孔
子
の
書
を
信
用
む
る
や
秦
普
に
至
り
、
詩
を
矯
む
る
や
魯
(
煩
)
に
係
り
、
春
秋
を
矯
む
る
や
魯
に
因
っ
て
以
て
義
を
存
す
。

道
の
在
る

所
、
仁
義
躍
柴
の
行
は
る
る
所
、

一
人
に
専
ら
に
せ
ざ
る
な
り
、

一
一
姓
に
私
せ
ざ
る
な
り
。

(
別
八
、

準品位
、
王
遜
)

と

右
は
、

「
道
」
と
の
概
念
の
近
似
を
も
示
す
。
他
方
、
先
に
引
い
た
文
に
、

仁
義
雄
策
と
も
並
列
さ
れ
て
い
る
。

な
お

前
引
の
仁
義
躍
繁
を

コ
ニ
才
の
理
」
と
す
る
文
の
後
に
あ
る
も
の
で
、

「
理
」
と

「
天
道
」
に
つ
き
「
暦
象
瑛
磯
は
、
天
行
に
順
っ
て
以
て
人
に
授
け
、・
:

」
と
い
う
の
は

「
天
」
に
つ
い
て
数
理
的
・
物
理
的
な
「
道
」
が
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
語
る
も
の
で
、

前
記
の
「
天
地
陰
陽
の
密

理
」
と
の
類
似
が
見
ら
れ
る
。

「道」

の
概
念
を
瞥
見
し
た
が
、
彼
に
お
け
る
「
理
」
は
、
天
地

・
蔦
物
に
存
在
す
る
法
則
的
な
も
の
(
明
確
に
そ
の
内
容
を

規
定
さ
れ
た
法
則
で
は
な
い
の
で
、
殿
密
に
は
か
く
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
以
下
簡
略
に
法
則
と
い
う
)
を
意
味
し
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
法

葉
適
の
「
理
」

別
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て

「
堅
凝
紛
錯
」

「
逃
遁
諸
伏
」
と
い
っ
た
現
象
の
複
雑
な
相
を
超
え

「
不
同
」
の
寓
物
に
「
其
の
一
な
る
所
以
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を
失
は
ざ
ら
」
し
め
る
も
の
、
す
な
わ
ち
統
一
あ
る
全
践
を
構
成
せ
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
天
地
H
自
然
世
界
の
数
理
的

・
物
理
的
法
則
で
も

あ
り
、
人
間
世
界
に
共
、通
す
る
仁
義
な
ど
の
倫
理
で
も
あ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、

「天
地」

「人
物
」
は
と
も
に

「気
」
に
も
と
づ
き、

f二

が
い
に
優
劣
の
位
置
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
が

「
理
」
と
は
こ
の
「
天
地
」

「
人
物
」
に
そ
れ
ぞ
れ
固
有
さ
れ
る
法
別
で
あ
り

し
た
が
っ

て
前
引
の
よ
う
に
「
三
才
未
だ
嘗
て
天
下
に
絶
え
ざ
る
」
こ
と
に
よ
る
恒
久
性
を
持
つ
。

「
天
地
の
聞
に
形
あ
る
者
は
、
物
な
り
」
(
前
引
〉
と
い
う
、
そ
の
蔦
物
の
「
物
」
性
を
前
提
と
す
る
。

し
か
し
そ
れ
は、

「天
地」

「
人
物
」
の
貫
質
と
し

て
の
「
気
」
を
前
提
と
し

「夫
れ
天

下
の
義
理
を
折
衷
せ
ん
と
欲
せ
ば
、

必
ず
霊
く
天
下
の
事
物
を
孜
詳
し
て
而
る
後
に
謬
ら
ず
」
(
文
二
九
、

「
題
挑
令
威
西
渓
集
」
)
と
は

恐
ら

く
か
よ
う
な
立
場
か
ら
い
わ
れ
た
語
で
あ
ろ
う
。

「
理
」
に
比
し
て
「
道
」
は
、

よ
り
含
み
の
多
い
概
念
で
あ
る
が
(
そ
の
こ
と
は
、
こ
の
概
念
が
思
想
史
的
に
多
様
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
来
た
こ
と

に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
)
、
前
引
の
例
文
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
天
地
や
人
や
蔦
物
に
即
し
て
存
在
す
る
基
本
的
な
原
則
(
あ
る
い
は
道
理
)
と
レ
う

し
た
が
っ
て
「
理
」
と
近
似
す
る
一
意
味
を
持
つ
が
、
し
か
し
よ
り
包
括
的
で
、

具
睦
的
な
人
の
行
動
や
政
治
の
面
で
は
そ

べ
き
も
の
で
あ
り
、



れ
ら
の
基
準
を
な
す
も
の
、

か
て〉

「
天
」
に
閲
し
て
敷
理

・
物
理
的
な
内
容
を
持
つ
も
の
、

|
|
4
と
解
揮
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う。

『
習
筆
記

言
序
目
』
巻
四
九
(
皇
朝
文
鐙
一
一
一
)
で
、
葉
通
は
、
活
育
〈
張
載
門
人
、

『
宋
元
四
月
干
案
』
各
三一

参
照
)
の
「
正
蒙
序
」
に
因
ん
で

「
講
鼠
干
の
大
指
を

「道」

は
売
に
始
ま
り
、
舜
・
馬
・

泉
陶

・
湯
・
伊
予
・
文
王
・
周
公
・
孔
子
、
と
停
わ
っ
た
と
す
る
。
朱
蕪
的
な
道

(

U

)

 

統
観
へ
の
修
正
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
、
活
育
が
『
正
蒙
』
を
讃
揚
す
る
の
を
批
判
し
つ
つ
、

「鳴
呼
、
道
果
し
て
孟
子
に
止

ま
り
て
遂
に
絶
え
し
か
、
其
れ
果
し
て
是
(
誼
持
)
に
至
っ
て
復
た
俸
は
り
し
か
、
孔
子
日
く
、
『
事
ん
で
時
に
之
れ
を
習
ふ
』
と
、
然
ら
ば

則
ち
習
は
ざ
る
の
み
」
と
説
く
の
は
、
人
の
基
準
と
し
て
の
「
道
」
の
恒
存
を
い
う
も
の
で
、
こ
れ
は
、
仁
義
な
ど
の
「
理
」
が
前
述
の
よ
う

線
連
」
し
た
な
か
で
、

に

「何
ぞ
嘗
て
一
日
も
天
下
に
行
は
れ
ざ
ら
ん
」
と
い
う
恒
久
性
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、

一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
天
道
」
・
「
人
道
」

「
道
」
は
、

だ
っ
た
の
で
は
な
い
。
そ
の
貼
で
彼
の

「理」

葉
遁
に
あ
っ
て
、

「理」

「
天
地
」
や

「
物
」
に
優
越
し
た
、
観
念
的
貫
在
、
あ
る
い
は
、
世
間
物
の
根
源

・
原
因
を
な
す
も
の

「
遁
」
は
、
朱
黒
に
お
け
る
そ
れ
ら
と
は
性
質
を
異
に
す
る
。
彼
の
「
理
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
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が
高
物
の
「
物
」
性
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
を
先
に
述
べ
た
が
、

「
道
」
に
つ
い
て
彼
の
い
う
と
こ
ろ
を
更
に
見
ょ
う
。

『
習
皐
記
言
序
回
』
巻
四
(
周
易
四
〉
で
彼
は
、

る
f;i、

こ
れ
は
孔
子
の
説
い
た
も
の
で
は
な
い
、

『
易
』
繋
僻
俸
の
「
太
極
」
に
つ
い
て
、
「
近
世
の
皐
者
」
は
こ
れ
を
「
宗
旨
秘
義
」
と
す

(
日
)

と
し
、

「
太
極
」
は
荘
子
・
列
子
の
「
太
始
」

「太
素
」

(『列
子
』
夫
瑞
)

「
未
始
有
夫
未

始
有
無
」
ハ
『
妊
子
』
斉
物
論
)
の
ご
と
き
「
荏
昧
贋
遠
の
説
」
の
影
響
の
も
と
に
生
じ
た
も
の
|
|

易
を
停
ふ
る
者
絡
に
以
て
聖
人
を
本
原
し
、
世
教
を
扶
立
せ
ん
と
し
て
、
而
う
し
て
亦
太
極
を
篤
し
て
以
て
後
撃
を
骸
異
せ
し
め
、

.. 

「
太
極
南
儀
を
生
じ
、
雨
儀
四
象
を
生
ず
」
と
、
則
ち
皮
浅
く
し
て
義
阻
な
り
。

と
い
い
、
同
じ
く
繋
僻
俸
の
「
道
」
に
つ
い
て
も
、

而
う
し
て
道
は
日
に
以
て
離
る
。
叉
言
ふ

37 

た

が

(

時

)

「
形
而
上
な
る
者
之
れ
を
道
と
謂
ふ
」
と
。
按
ず
る
に
「
一
陰

一
陽
を
之
れ
道
と
謂
ふ
」
は
、
陰
を
粂
ぬ
る
こ
と
差
ふ
と
難
も
、
猶
可
な
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そ
a
u
そ
も

り
。
若
夫
形
上
を
言
は
ば
則
ち
(
形
〉
下
を
無
み
す
。
而
う
し
て
遁
愈
い
よ
隠
る
。

と
批
評
す
る
。
朱
世
間
が
、
程
聞
の
読
(『
二
程
遺
書
』
二
先
生
語
三

・
同
伊
川
先
生
語
一
)
を
受
け
つ

つ
、
繋
僻
俸
の

「道
」
に
つ
き
、

「
気
」

が

陰

一
陽
を
な
す
所
以
の
も
の
が
「
遁
」
す
な
わ
ち
「
理
」

で
あ
る
と
し

「
太
極
」
を

「
理
」
に
嘗
て
、

「
形
而
上
な
る
者
」
と
は

「
理
」
を

い
う
と
し
た
こ
と
(
『
周
易
本
，
毅
』

・
『語
類
』
巻

一
・
七
四

・
七
五
・
九
五
、
そ
の
他
)
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
に
封
し
葉
適
は
、

「形
市
上
」
、

す
な
わ
ち
形
質

(
朱
烹
の
解
、

『
語
類
』
巻
七
五
)
以
前
の
段
階
に
お
け
る
「
道
」
を
考
え
る
こ
と
に
反
射
し
、

「雨
儀
」

(
陰
陽
あ
る
い
は
天
地
)

」
れ
に
よ
れ
ば

彼
が
「
物
の
在
る
所
、

道
則
ち
鷲
に
在
り
」

「道
は
日
に
以
て
離
る
」
る
結
果
を
も
た
ら
す
と
し
て
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

「
物
」
の
存
在
の
前
段
階
に
そ
の
根
源

・
原
因
と
し

(
前
引
)
と
レ
う
と
き
、

を
生
ず
る
も
の
た
る
無
形
の
「
太
極
」
を
設
定
す
る
こ
と
を

て
「
道
」
が
存
在
す
る
と
は
考
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
逆
に

「道
」
が

「物
」
を
前
提
と
す
る
、

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

「
道
」
は
普
遍
性
を
有
す
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も

「
物
」
の
世
界
を
前
提
と
し
、

そ
の
な
か
で
の
「
物
」
の
存
在
の
普
遍
性
に
依
る
も
の

葉
過
が

「道
」

を
根
源
的
な
も
の
と
し
て
い
な
い
こ
と
は

『
老
子
』
に
関
す
る
彼
の
論
評
に
も
、

額
著
に
見
ら
れ
る
。

『
習
拳
記
言
序
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な
の
で
あ
る
。

目
』
巻
一
五

(
老
子
)
で
、
彼
は

「
老
子
の
言
は
定
理
の
験
す
可
き
有
る
も

其
の
道
を
私
し
て
以
て
喜
ぶ

に
至
る
、
而
う
し
て
天
地
を
言

ふ
に
於
い
て
は
則
ち
多
く
之
を
失
す
」
と
い
う
。

「
老
子
」
は

『
道
』
を
表
現
し
て
、

「
天
な
ら
ば
乃
ち
道」

ハ
第
二
ハ
章
〉

「物

(
這
)
有

り
混
成
し
、
天
地
に
先
ん
じ
て
生
ず
」
(
第
二
五
章
)

「
地
は
天
に
法
り
、
天
は
道
に
法

る
」

¥

葉

通

は

第

一

四

章
に
つ
き
「
一
J

く
、
地
は
一
を
得
て
以
て
寧
し
」
(
第
三
九
章
は
道
の
別
名
な
り
」

と
い
う

」

(
同
)

「
天
は

(
な
る
遭
〉
を
得
て
以
て
清

「
道
」
を
「
天
地
」
よ
り
上
位
あ
る
い
は
以
前
に
位
置
づ
け
る

が
、
彼
は
こ
れ
に
劃
し
て

夫
れ
天
地
と
人
と
有
り
て
而
う
し
て
道
行
は
る
。
未
だ
其
の
軌
れ
か
先
後
な
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
:
:
:
且
つ
道
果
し
て
混
成
し
て
天
地

の
先
に
在
る
か
。

道
天
に
法
る
か
、
天
道
に
法
る
か
。

天
を
得
る
か
、
天

一
を
得
る
か
。
山
林
の
民
午
、
古
聖
賢
に
稽
へ
ず
、
道
を

以
て
天
を
言
ひ
て
、
而
う
し
て
其
の
慢
侮
此
く
の
如
し
。



と
論
ず
る
。

「
天
地
の
先
」
に
「
道
」
が
在
る
の
で
は
な
く
、

「
道
が
天
に
法
る
」
の
で
あ
り
「
一
が
天
を
得

る
(
天
に
合
致
す
る
と
の
で
あ

る
、
と
し
て
、

「
天
地
」
を
「
道
」
の
上
位
に
置
い
て
い
る
。
で
あ
れ
ば

「
未
だ
其
の
執
れ
か
先
後
な
る
を
知
ら
ず
」
と
い
っ
て
も
、
彼
の

主
張
は

「
天
地
と
人
」
こ
そ
が
「
道
」
に
先
行
し
そ
の
前
提
と
な
る

と
す
る
こ
と
に
あ
ろ
う
。

『
習
皐
記
言
序
目
』
巻
四
七
(
皇
朝
文
鑑

二
で
も
、

『
老
子
』
第
二
五
章
に
つ
い
て

「
按
ず
る
に
古
自
り
聖
人
、

:
:
:
未
だ
天
地
の
先
に
於
い
て
道
を
言
ふ
者
有
ら
ず
」
と
い
う。

天
地
・
蔦
物
に
依
つ
て
の
み
存
在
す
る
「
道
」
が
、

『
老
子
』
の
「
道
」
へ

の
批
剣
を
、通
し
て
、
措
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
じ
く

『
老
子
』
へ
の
論
評
の
な
か
で
、
葉
遁
が
「
無
」
の
観
念
を
批
判
し
て
い
る
事
賓
も
、
右
の
こ
と
に
関
連
す
る
。

『
老
子
』
第

一一

章
の
「
三
十
輯

一
一
献
を
共
に
す
、
其
の
無
な
る
に
嘗
り
て
、

車
の
用
有
り
。
:
:
:
」
に
劃
し
て
、
彼
は
、

老
子
の
是
の
言
を
矯
す
や
、
無
を
明
ら
か
に
す
る
所
以
な
り
。
然
れ
ど
も
適
に
其
の
無
な
る
者
を
見
る
の
み
。
天
下
の
物
、

其
の
有
に
嘗

り
て
用
あ
る
者
は
皆
是
れ
な
り
。
何
ぞ
未
だ
之
れ
を
思
は
ざ
る
か
。
然
れ
ば
則
ち
有
無
は
以
て
相
明
ら
か
に
す
る
に
足
ら
ず
、
市
う
し
て

(
無
は
)
道
の
在
ら
ざ
る
所
な
り
。
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『易
』
繋
辞
俸
の
「
易
は
元
思
な
り
、
元
震
な
り
、

寂
然
と
し
て
動
か
ず
、
:
:
:
」

を
非
難
し
て
い
る
こ
と
(
習
四
、
周
易
四
)
と
と
も
に
、
老
荘
的
な
無
の
思
想
を
斥
け
る
も
の
で
あ
る
が
、

更
に
ま
た
、
「
天
地
の
聞
に
形
あ
る

者
は
、
物
な
り
」

「有
」
な
る
高
物
に
も
と
やつ
け
て
「
道
」
や

「理
」
を
考
え
よ
う
と
す
る
彼
の
立
場
の
、

表
明
な
の
で

〈

げ

)

も
あ
る
。

と

「
無
」
よ
り
も
「
有
」
を
優
位
に
置
く
。
こ
れ
は
、

(
前
引
〉
と
し
て

葉
通
に
あ
っ
て
は
右
の
よ
う
に
、

「
道
」
や
「
理
」
は

天
地
・
寓
物
に
優
越
し
た
、

あ
る
い
は
、

天
地
・

蔦
物
の
存
在
の
前
段
階
に
あ

る
、
そ
れ
ら
の
根
源
・
原
因
を
な
す
も
の
な
の
で
は
な
く
、
逆
に
、
「
道
」
や
「
理
」
が
天
地
・
蔦
物
を
前
提
と
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は、

(
刊
日
〉

天
地
・
蔦
物
に
依
っ
て
現
れ
る
原
則
(道
理
)
、
法
則
的
な
も
の
と
い
う
べ
き
概
念
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
先
に
見
た
ご
と
く

彼
が
、

「
天
」
と
「
人
」
、
な
い
し
は

「
天
地
」
と
「
人
物
」

(
人
間
・
寓
物
)
を
、
優
劣
の
閥
係
に
お
い
て
で
な
く
並
列
的
に
位
置
づ
け
て
レ

39 

る
こ
と
と
、
論
理
的
に
連
な
り
あ
う
も
の
で
あ
る
。
ー
ー
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「
道
」
や
「
理
」
を
葉
遁
の
よ
う
に
捉
え
る
と
き
、
そ
れ
ら
は

「
天
地
」
と
「
人
物
」
と
を
統
合
す
る
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
前
述
の

ご
と
く
「
道
」
は

「
物
の
在
る
所
、
道
則
ち
需
に
在
り
、

・
:
:
・
道
に
は
止
ま
る
こ
と
無
き
な
り
」
と
い

っ
た
普
遍
性
を
有
す
る
と
さ
れ
て
い

る
が
、
や
は
り
前
述
の
ご
と
く
そ
れ
は
ど
こ
ま
で
も
、

「物
」
の
世
界
を
前
提
と
す
る
普
遍
性
で
あ
っ
た

(
「
物
に
は
止
ま
る
こ
と
有
り
」
と
い
う
、

ま
た
「
理
」
が
、
「
(
天
地
の
聞
に
形
あ
る
者
〉
其
の

一
な
る
所
以
を
失
は
ざ
る
者
は
、
物
の

不
同
の
個
物
に
統

一
あ
ら
し
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
は
、
観
念
的
な
「
理
」
が
個
物
を
規
定
し
、

個
々
の
物
の
持
つ
限
界
性
に
は
制
限
さ
れ
な
い
が
〉
。

理
な
り
」
(
前
引
)
の
よ
う
に
、

「
理
」
の
も
と
に
高
物
が
統
合
さ
れ
る

と
い
う
意
味
で
は
な
く

「
物
」
の
世
界
の
個
物
が
共
通
し
て

「理
」
と
い
う
法
則
的
な
も
の
を
有

す
る
、
と
い
う
一意
味
で
の
統

一
性
な
の
で
あ
る
。

か
か
る
普
遍
性

・
統
一
性
は
、

い
ず
れ
も
、

「物」

(
人
を
含
め
た
)
の
世
界
の
内
部
で
の

も
の
で
あ
る
。
他
方
、
蔦
物
を
覆
載
す
る

「
天
地
」
に
も
、

「道
」
が
あ
り
「
理
」

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た

こ
と

先
に
見
た
通
り
で
あ
る

が
、
そ
の
い
わ
ゆ
る
「
天
道
」

「
天
理
」

「
天
地
の
理
」
は

こ
れ
ま
た
ど
こ
ま
で
も
、

「
天
」
あ
る
い
は
「
天
地
」
に
即
し
て
存
す
る
原
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則
、
法
則
的
な
も
の
で
あ
り
、

数
理
的
・
物
理
的
に
も
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て

「
人
物
」
に
優
越
し
そ
れ
を
自
己
の
な
か
に

統
合
す
る
も
の
な
の
で
は
な
い
。

物
」
と
は

す
で
に
見
た
よ
う
に
、

二
気
」

「
陰
陽
」
「
道
」
や
「
理
」
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。

に
も
と
e

つ
い
て
形
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

「
天
地
」
と

「人

か
よ
う
に
葉
通
に
よ
れ
ば

「天
地
」
と
「
人
物
」
と
は
、

と
も
に

そ
し
て

「天
地」

「
人
物
」
の
い
ず
れ
も
、
そ
れ
ら
自
盟
の
存
在
を
前
提
と
し
て

「道
」
や
「
理
」
を
有
す
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

物
」
を
合
し
た
も
の
、

い
わ
ば
世
界
線
睦
が
考
え
ら
れ
る
場
合
、

そ
れ
は

「天
地」
(

凹

)

「
気
」
の
概
念
を
媒
介
と
し
て
表
象
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
--， 

人

「
気
」
は
債
値
翻
を
含
ま
ぬ
概
念
で
あ
る
か
ら

「
天
地
」
と
「
人
物
」
と
は
、
優
劣
の
閥
係
に
立
た
ず
、

並
列
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

そ
し
て

か
よ
う
に
並
列
さ
れ
た
「
天
地
」

「
人
物
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
道
」
や
「
理
」
を
有
す
る
、
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本
稿

の
初
め
に
引
い
た

「
天
白
づ
か
ら
天
道
有
り
、
人
自
づ
か
ら
人
道
有
り
」

「
天
に
常
道
有
り
、

地
に
常
事
有
り
、

人
に
常
心
有
り

(
習
五



〈
尚
書
〉
に
も
同
じ
言
葉
が
あ
る
)
と
の
主
張
が
な
さ
れ
る
。

天
人
感
躍
の
ド
グ
マ

は
否
定
さ
れ
、

「
天
道
」
が
た
と
え
ば
「
暦
象
嘩
磯
」
の
類

と
し
て
解
さ
れ
る
一
方
で
、
人
に
お
け
る
「
遁
」
あ
る
い
は

「理
」
で
あ
る
倫
理
道
徳
は、

し
て
性
命
道
徳
、
未
だ
超
然
と
し
て
物
を
遣
れ
て
濁
り
立
つ

者
有
ら
ざ
る
な
り
」

(別
七
、
進
巻
、
大
畢
)
、
現
責
世
界
の
具
程
的
な
「
物」

に
即

「
:
:
:
物
に
規
矩
有
り
、
事
に
度
数
有
り
、
而
う

し
て
存
す
る
、
と
も
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

四

「
人
」
と

「物」
l
|

|

「
理
財
」

天
地
聞
に
形
あ
る
も
の
は

「
気
」
を
賓
質
と
す
る
「
物
」
で
あ
り
、

「
物
」
に
は
、
法
則
も
し
く
は
原
則
と
い
う
べ
き

「理
」

「遁
」
が

存
在
す
る
ー
ー
と
い
う
考
え
方
が
、
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
葉
適
に
は
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
彼
の
思
想
の
な
か
の
世
界
観
な
い
し
自
然
観

を
な
す
面
と
い

っ
て
よ
い
。

か
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
世
界
の
な
か
で

人
も
ま
た
、

「
内
に
肺
肺
肝
腫
有
り
、
外
に
耳
目
手
足
有
る」

『
習
同
筆
記
言
序
目
』

(径三、

周
易
三
)
で
、

『
易
』

の
井
卦
に

つ
い
て
読
き
つ
つ

- 41-

(
前
引
)
こ
と
に
お
い
て
「
物
」
に
属
す
る
が
、

そ
こ
で
、
人
の
、
物
に
劃
す
る
闘
係
は
と
い
え
ば
、
彼
は
、

し
か
し
「
人
物
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

人
と
そ
の
周
圏
の
物
と
は
匿
別
さ
れ
て
も
い
る
。

次
の
よ
う
に
い
う
。

-
:
:
人
買
に
水
を
求
む
、
水
人
を
求
む
る
に
非
ず
。

ざ
る
な
り
。
汲
む
に
喪
得
有
る
も
、
井
に
喪
得
無
し
。

:
:
:
蓋
し
水
人
を
求
め
ず
、
人
水
を
求
め
て
之
れ
を
用
ひ
、
其
の
勤
務
す
る
こ

た
だ

と
此
に
至
る
。
夫
れ
宣
惟
水
の
み
な
ら
ん
や
。
天
下
の
物
、
未
だ
人
其
の
勤
め
を
極
め
ず
し
て
以
て
其
の
用
を
致
す
可
き
者
有
ら
ざ
る
な

故
に
口
巴
は
改
め
て
以
て
井
に
就
く
可
き
も
、

井
は
改
め
て
以
て
人
に
就
く
可
か
ら

皆

一
日
の
勤
め
の
能
く
震
す
所
に
非
ざ
る
な
り
。
智
者
之
れ
を
知
り
、

ね
ぎ
ら

た
す

穿
・
一
棲
の
滋
長
を
積
み
、
以
て
天
下
を
数
ふ
。
天
下
之
れ
に
由
り
て
自
ら
知
ら
ざ
る
な
り
。
皆
民
を
第
ひ
勤
め
相
く
る
の
遣
な
り
。

り

自
の
色
・
耳
の
聾
・
口
の
味
・
四
肢
の
安
侠
、

一
粒
の
萌

「
天
下
の
物
」
は
、
人
が
こ
れ
に
「
勤
務
」
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
そ
の
「
用
」

H
有
数
性
を
護
揮
、

賓
現
す
る
の
だ
、
と

41 

し

二
粒
の
萌
芽
・
一
纏
の
滋
長
」
な
る
農
桑
の
こ
と
を
そ
の
例
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
自
然
朕
態
に
あ
る
「
物
」
に
劃
す
る
人
の
作
震
の
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意
義
が
、
極
め
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。
前
引
の
よ
う
に
彼
は
、

「
元
思
」

「
走
矯
」

「寂
然
不
動
」
の
語
を
非
難
す
る
が
、

『老
子
』
第
一
一

章
の

い
わ
ゆ
る
無
の
用
の
読
を
批
判
し
、

か
か
る
無
痛
思
想
へ

の
否
定
的
評
債
は
、
右
の
ご
と
き
、

人
の

「
勤
務
」

l
作
詩

『
易
』
繋
辞
俸
の

を
重
覗
す
る
見
地
か
ら
も
、
嘗
然
に
導
出
さ
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

し
っ
た
い
業
適
が
事
功
涯
と
稽
さ
れ
る
ゆ
え
ん
は
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
功
利
主
義
的
・

現
貫
主
義
的
思
想
傾
向
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
漢
の

董
仲
野
の
言
葉
、

「仁
人
は
誼
を
正
し
て
利
を
謀
ら
ず
、
道
を
明
ら
か
に
し
て
功
を
計
ら
ず
。」

(『
漢
書
』
董
仲
傍
俸
)

そ
れ
は
程
闘
が

「董
子

の
諸
子
に
度
越
す
る
所
以
」
と
評
し
(
『二
程
遺
書
』
伊
川
先
生
語

二

)
、
朱
煮
も
仲
野
の
語
中

「
極
め
て
好
き
慮
」
と
し
た
(
『
語
類
』
巻一

一一一七)

も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
言
葉
に
つ
い
て
葉
適
は、

此
の
語
は
初
め
て
看
ば
極
め
て
好
き
も
、
細
か
く
看
ば
全
く
疏
閤
な
り
。
古
人
は
利
を
以
て
人
に
興
へ
て
、
自
ら
其
の
功
に
居
ら
ず
、
故

に
道
義
光
明
な
り
。
後
世
の
儒
者
は
仲
野
の
論
を
行
ひ
、
既
に
功
利
を
無
み
す
、
則
ち
道
義
な
る
者
は
乃
ち
無
用
の
虚
語
の
み
。

と
い
い
、

人
民
に

「
利
」
を
輿
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み

「
道
義
」
は
「
無
用
の
虚
語
」
で
な
く
な
る
と
し
て、

「功
利
」

を
揖
護
す
る
(
習
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二
三
、

漢
書
三
)。

従
っ
て
葉
適
は

人
民
の
経
済
的
利
益
を
目
的
と
す
る
政
治
の
あ
り
方
を
要
請
す
る
。

「諸
れ
を
民
よ
り
取
り
て
上
用
に
供
す
・
」

る
こ
と
が
理
財
で
あ
る
と
お
も
い
、
理
財
の
名
を
避
け
て

い
た

「
理
財
は
緊
数
と
異
な
る
」

し
か
る
に
周
衰
え
て

よ
り
雨
者
が
混
同
さ
れ
、
君
子
は
、

ず
ら
に
仁
義
の
一意一
の
み
を
抱
き
、
他
方
、

理
財
の
権
を
執

っ
た
小
人
は
、
仁
義
の
意
な
く
衰
微
を
こ
と
と
し
て
い
る
、
と
現
紋
を
嘆
い
て
、

E
C

か
し
ζ

夫
れ
天
下
の
人
を
緊
む
る
に
は
、
則
ち
以
て
衣
食
の
具
無
か
る
可
か
ら
ず
。
衣
食
の
具
、
或
は
此
に
有
り
て
彼
に
亡
く
、
或
は
彼
に
多
く

あ
ら
は

し
て
此
に
寡
く
、
或
は
求
め
ず
ん
ば
則
ち
伏
し
て
見
れ
ず
、
或
は
節
無
く
ん
ば
則
ち
散
じ
て
牧
む
る
莫
く
、
或
は
消
削
し
て
浸
微
、
或
は

少
渇
し
て
縫
が
ず
、
:
:
:
是
の
放
に
天
下
の
財
を
以
て
天
下
と
共
に
之
れ
を
理
め
し
者
は
、
大
百
円

・
周
公
是
れ
な
り
。
古
の
人
、
未
だ
善

く
財
を
理
め
ず
し
て
聖
君
賢
臣
漏
り
し
者
有
ら
ざ
る
な
り
。

と
、
天
下
全
世
を
割
象
と
し
た
「
理
財
」
|
経
済
・
財
政
政
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
論
ず
る
(
文
四
、

奏
議
、
財
計
上
・
別
一
一
、
進
巻
、
財
計
上
川



異
あ
る
も
後
J

。

者
に
よ
る
』

彼
に
よ
れ
ば
、
農
業
生
産
と
一
商
業
に
よ
る
流
通
は
、
と
も
に
重
要
性
を
持
つ
と
さ
れ
る
。
彼
は
、

詩
に
う
た
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
「
日
用
の
粗
事
」
に
過
ぎ
ぬ
が
、
周
公
は
こ
れ
を

「
王
業
」
(
詩
序
)
と
し
た
、
と
い
い
、

『
毛
詩
』
の
幽
風
七
月
に
つ
い
て
、
こ
の

『
向
書
』
洪
範
・
無

逸
を
引
き
つ
つ
、

「
古
人
未
だ
先
づ
稼
稽
を
知
ら
.
す
し
て
能
く
其
の
民
に
君
た
る
こ
と
有
ら
ず
」
と
い
う
(
習
六
、
毛
詩
)
。

そ
れ
と
と
も
に
ま

た

『
史
記
』
卒
準
書
に
ち
な
ん
で
、

春
秋
時
代
ま
で
は
一商
人
を
保
護
し
た
の
に

漢
代
よ
り
商
人
を
塵
迫
す
る
よ
う
に
な

っ
た
、
ル
「
し
、

く
(
習

一
九
、
史
記
て
書
)
。
彼
の
い
う

「
理
財
」
が
、

正
論
に
非
ざ
る
な
り
」
と
説

「
衣
食
の
具
、
或
は
此
に
有
り
て
彼
に
亡
く
:
:
:
」
な
る
猷
態
に
劃
す
る
慮
方
で
あ

っ

(

加

)

て
み
れ
ば
、
俸
統
的
な
抑
一
商
論
は
、
批
剣
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。

「
夫
れ
四
民
交
ご
も
其
の
用
を
致
し
て
、

而
る
後
に
治
化
興
る
。

末
(
一
商
)
を
抑
へ
本
(
農
)
を
厚
く
す
る
は
、

通

、

l
1
11
l
A
M
ノ
¥

「
功
利
」
を
鼎
護
し
「
理
財
」
を
重
視
す
る
葉
適
の
思
想
が
、
事
功
涯
的
特
徴
を
よ
く
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
く
、
そ
し
て
そ
れ
が

「
天
下
の
物
」
は
人
の
「
勤
務
」
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
「
用
」
を
護
揮
、
貫
現
す
る
と
い
う
前
述
の
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見
地
を
、
基
底
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
自
然
朕
態
に
あ
る
「
物
」
に
射
す
る
人
の
作
痛
の
一意義
が
、
天
下
|
園
家
の
全
鐙
の

場
で
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
自
然
に
射
す
る
第
一
次
的
な
作
痛
は
、
農
業
を
中
心
と
す
る
生
産
で
あ
り
、
生
産
物
が
「
天
下
の
人
」
に
供
給
さ

れ
る
過
程
は
、

一商
業
に
よ
る
流
通
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
生
産
・
流
通
の
振
興
に
よ
っ
て
「
天
下
の
財
」
を
理
め
、
人
民
に
「
利
」

(

幻

)

を
輿
え
よ
、
と
い
う
彼
の
主
張
が
な
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。

五

「
ご
か
ら

「商
」
へ

先
に
、
葉
適
に
お
け
る
「
道
」
と
は
、

天
地
や
人
や
蔦
物
に
即
し
て
存
在
す
る
〈
そ
の
一意
味
で
普
遍
性
を
有
す
る
〉
基
本
的
な
原
則
と
い
う
べ

43 

き
も
の
で
あ
る
、
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
が
、

も
と

道
は
一
に
原
づ
き
て
南
に
成
る
。
古
の
道
を
言
ふ
者
は
必
ず
南
を
以
て
す
。

『
水
心
別
集
』
巻
七
「
進
巻
、
中
庸
」
の
冒
頭
で
、
彼
は
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

凡
そ
物
の
形
、

陰
陽

・
剛
柔

・
逆
順

・
向
背
・
奇
稿

・
離
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合

・
経
緯

・
紀
綱
、
皆
雨
な
り
。
夫
れ
宣
惟
此
れ
の
み
な
ら
ん
や
。
凡
そ
天
下
の
言
ふ
可
き
者
、
皆
雨
な
り
、

か
は

も
然
ら
ざ
る
無
し
、
而
る
に
況
や
寓
物
を
や
。
高
物
皆
然
、
り
、
市
る
に
況
や
其
の
相
稗
る
の
無
窮
な
る
者
を
や
。
交
錯
紛
絃
、

見
る
が
若

一
に
非
ざ
る
な
り
。

物

く
聞
く
が
若
し
、
是
れ
人
文
と
謂
ふ
。

こ
の
文
が
こ
こ
ま
で
に
い
う
所
に
よ
れ
ば
、

を
、
「

一
に
原
づ
き
て
雨
に
成
る
」
、
す
な
わ
ち
、
閥単

一
性
か
ら
二
面
性
に
向
か
っ
て
分
化

・
展
開
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
、
と
讃
み
取
れ

(

泣

)

か

ぎ

る。

右
の
文
に
い
う
「
人
文
」
の
語
は

『
易
』
責
卦
象
俸
に
見
え
、
そ
こ
に
は
「
柔
来
っ
て
剛
を
文
る
」
「
剛
を
分
か
ち
上
っ
て
柔
を
文
る
」

(径
二
、
周
易
二
)
の
責
卦
の
僚
で
は
、

「剛
柔
相
文
り
上
下
往
来
す
」
と
、
剛
柔
(
陰
陽
)
を
あ
い
針
さ
せ

彼
tま

首
内
物
を

「雨
」
と
い
う
二
面
性
に
お
い
て
捉
え

そ
こ
で
、
高
物
に
存
す
る

「道
」

と
あ
る
の
で
、

『
習
皐
記
言
序
目
』

て
い
る
が
、

し
か
し
質
は
彼
に
お
い
て
は
、
陰
と
陽
と
は
同
等
の
位
置
を
持
つ
の
で
は
な
く
、
陽
に
主
要
性
が
輿
え
ら
れ
て
い
た
。

『
習
皐
記

言
序
回
』
に、

道
と
は
、
陽
に
し
て
陰
な
ら
ざ
る
の
請
な
り

世
に
陽
は
陰
徳
無
か
る
可
か
ら
ず
、
陰
は
必
ず
陽
に
配
す
と
言
ふ
者
は
、
卜
史
の
論
な
り
。
陰
何
ぞ
物
に
功
あ
ら
ん
。

(
幻
)

一
陰
一
陽
は
、
道
を
謂
ふ
所
以
に
非
ざ
る
な
り
。

(二
、
周
易
二
)
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ハ四、

周
易
四
)

そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

貞
」
、
象
俸
の
「
寓
物
資
り
て
始
ま
る
、
乃
ち
天
を
統
ぶ
、

:
:
:
」
、
象
俸
の
「
天
行
は
健
な
り
」
を
引
用
し
つ

つ
、

天
道
は
静
順
に
師
す
と
難
も
、
而
れ
ど
も
静
順
は
天
地
を
言
ふ
所
以
に
非
ず
、
故
に
天
徳
を
言
ひ
て

(
静
順
を
以
て
)
首
と
魚
さ
ば
則
ち

不
可
、
而
う
し
て
玄
牝
を
以
て
天
地
と
痛
さ
ば
、
則
ち
是
れ
乾
を
以
て
天
を
統
べ
ず
、
而
う
し
て
天
の
行
は
健
に
非
ざ
る
な
り
。

な
ど
と
い
う
の
が

彼
は
ま
た
、

『
老
子
』
の
第
五
章

・
第
六
章
に

つ
い
て

『
易
』
乾
卦
卦
僻
の

「
元
亨
利

;
、、

3
J
a

、‘Lv
h
L
V

『
老
子
』
の
よ
う
に
、
天
を

「虚
」
(
第
五
章
)
、

「
玄
牝
」

(
第
六
章
)
と
表
現
し
、
静
順
な
る
も
の
と
考
え
る
な
ら
、

天
は

「健」

こ
れ
も
、
陰
よ
り
も
陽
を
重
視
す
る
見
解
に
立
つ
も
の
で

で
あ
り
え
ぬ
こ
と
と
な
る
、

と
し
て

『
老
子
』
を
批
判
す
る
が

(習

一
五
、
老
子
)
、

あ
る
。

か
く
、
陰
陽
が
同
等
な
の
で
は
な
く
、
陽
に
主
要
性
が
輿
え
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、

「道
は
一
に
原
づ
き
て
南
に
成
る
」
と
葉
適
が
レ
う



と
き
c
、

「
道
」
の
軍
一
性
か
ら
二
面
性
へ
の
分
化
・
展
開
は

陽
に
主
導
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

首
問
物
は
陰
陽
に
象

徴
さ
れ
る
二
面
性
を
持
つ
が
、

陽
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
面
が
陰
l
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
面
を
主
導
し
つ
つ
こ
の
二
面
性
を
形
成
し
て
ゆ
く
、

「
道
」
が
見
出
さ
れ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
彼
が
『
躍
記
』
祭
記
の
「
人
生
ま
れ
て
静
か
な
る
は
、
天
の
性
な
り
、
物
に
感
じ
て
動
く
は
、

そ
こ
に

性
の
欲
な
り
」
を
評
し
て
、

「
但
生
ぜ
ざ
る
の
み
。
生
ぜ
ば
即
ち
動
く
、
何
ぞ
静
に
於
て
す
る
有
ら
ん
。
性
を
以
て
静
と
震
し
、
物
を
以
て
欲

と
篤
し
、
性
を
傘
び
て
欲
を
賎
し
む
は
、
相
去
る
こ
と
幾
何
ぞ
」

(
M〉

「
生
」
は
動
に
お
い
て
成
り
立
つ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
習
八
、
謹
記
〉
と
い
う
の
も
、
静
に
劃
し
て
動
に
主
要
性
を
輿
え
、
人
の

か
ら
、
前
述
の
よ
う
な
、

こ
う
し
た
葉
遁
の
考
え
方
は
、
人
の
生
活
に
闘
し
で
も
、
そ
の
動
的
な
面
、
す
な
わ
ち
積
極
的
な
行
動
の
面
に
覗
線
を
注
ぐ
も
の
と
な
ろ
う

無
震
を
否
定
し
、

「
物
」
に
針
す
る
人
の
作
掃
の
意
義
を
重
視
す
る
見
地
〈
事
功
板
間
功
利
主
義
の
基
底
を
な
す
と
こ
ろ

の
)
と
繋
が
り
あ
う
も
の
と
い
え
よ
う
。

よ
り
一
般
化
し
て
い
う
な
ら

高
物
を

「
ご

〈
箪
一
性
)
か
ら

「雨」

(
二
菌
性
)
へ
の
分
化
・
展
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開
に
お
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
彼
の
設
想
は
、
事
物
を
静
的
に
固
定
し
た
も
の
と
し
て
で
な
く
、
動
的
に
嬰
化
す
る
も
の
と
し
て
見
ょ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
、

上
古
の
聖
人
の
天
下
を
治
む
る
や
、
至
れ
り
。
其
の
道
は
器
敷
に
在
り
、
其
の
逼
饗
は
事
物
に
在
り
。
:
:
:
其
の
微
を
承
け
法
を
改
む
る

に
至
つ
て
は
、
聖
人
縫
い
で
出
で
、
損
盆
・
文
質
、
先
後
迭
ご
も
施
し
、
治
に
異
な
る
有
り
て
而
も
相
慶
せ
ず
、
道
に
同
じ
き
有
り
て
市

も
相
襲
が
ず
。
:
:
:
言
は
事
と
輿
に
遷
り
、
書
は
世
と
興
に
易
る
も
、
蓋
し
其
れ
皆
以
て
控
と
魚
す
可
く
し
て
、
而
も
嘗
時
の
天
下
是
れ

(
別
五
、
進
#
旬
、
徳
義
)

を
待
た
ず
し
て
以
て
治
を
魚
せ
る
な
り
。

夫
れ
物
の
推
移
し
、
世
の
遁
革
し
、
流
行
出
現
化
し
、
其
の
所
を
常
に
せ
ざ
る
は、

此
れ
天
地
の
至
数
な
り
。

聖
人
己
に
之
を
見
る
。

是
の

故
に
道
以
て
天
下
を
易
へ
て
、
其
の
自
づ
か
ら
易
は
る
を
待
た
ず
。
其
の
端
萌
を
迎
へ
、

其
の
逆
順
を
察
し
て
之
れ
と
興
に
終
始
す。

(
別
五
、
進
巻
、
易
)

45 

(
お
)

と
い
う
ご
と
き
、
社
曾
・
事
物
の
饗
化
に
即
躍
し
つ
つ
政
治
を
行
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
説
く
事
功
波
的
現
貫
主
義
の
観
黙
と
も
、

ま
さ
し
く
契
合
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す
る
と
い
え
よ
う
。

右
に
考
察
し
て
き
た
限
り
に
お
い
て

「道
は
一
に
原
づ
き
て
雨
に
成
る
」

と
し
て
陰
陽
(
剛
柔
)

の
分
化
・

展
開
を
考
え
る
葉
通
の
護
想

は

「
道
と
は
、
陽
に
し
て
陰
な
ら
ざ
る
の
謂
な
り
」
と
す
る
こ
と
に
媒
介
さ
れ
つ
つ
、
彼
の
功
利

・
現
貫
主
義
的
思
想
を
支
え
て
い
る
、
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
前
述
し
た

「天
下
の
物
」
は
人
の
作
震
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
「
用
」
を
護
揮
、

買
現
し
う
る
と
い
う
考
え
方
と
と
も
に
、
彼
の
事
功
源
的
思
想
の
、
世
界
観
的
な
い
し
自
然
観
的
基
礎
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

...... /， 

「
中
庸
」
論
と
園
家
翻

と
こ
ろ
で
、
先
に
引
レ
た

『
別
集
』
巻
七
「
準
巻
、
中
庸
」
の
文
は
、
次
の
よ
う
に
績
く
。

(
是
れ
人
文
と
謂
ふ
。〉
然
り
と
雌
も

天
下
は
其
の
雨
震
る
を
知
ら
ざ
る
や
久
し
。

市
う
し
て
各
お
の
其
の
一
を
執
り
て
以
て
自
ら
途

く"

奇
諸
秘
怪
、

皆
雨
の
明
ら
か
な
ら
ざ
る
よ
り
生
ず
。

是
を
以
て
君
に
施
す
者
は
其
の
父
の
願
ふ
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塞
阻
に
し
て
弘
か
ら
ざ
る
者
は
、

ひ

所
を
失
ひ
、
上
を
援
く
者
は
其
の
下
の
欲
す
る
所
に
非
ず
ο

者
証
反
逆
、
則
ち
天
道
窮
ま
り
て
人
文
凱
る
る
な
り
。
其
の
雨
震
る
に
及
ぶ

(
叩
山
〉

ゃ
、
則
ち
叉
形
具
は
り
て
機
運
ら
ず
、
法
滞
り
て
神
化
せ
ず
。
然
ら
ば
則
ち
是
れ
終
に
可
な
ら
ざ
る
か
。
彼
の
其
の
寓
物
の
聞
に
通

行
し
て
、

而
う
し
て
以
て
之
れ
を
累
す
る
無
く
、

み
岨
F

，、

呼
、
是
れ
其
の
所
調
中
庸
か
。
然
ら
ば
則
ち
中
庸
と
は
、
物
の
雨
を
済
ひ
て
道
の

一
を
明
ら
か
に
す
る
所
以
の
者
な
り
。
雨
の
能
く
依
る

可
な
ら
ざ
る
所
無
く
、

高
世
に
俸
は
り
て
易
ふ
可
か
ら
ざ
る
所
以
は
、

何
ぞ
や
。
鳴

所
と
潟
し
て
、
雨
の
能
く
在
ら
し
む
る
所
に
非
ざ
る
者
な
り
。
水
は
卒
に
至
り
て
止
ま
り
、
道
は
中
庸
に
至
り
て
止
ま
る
。

先
に
引
い
た
文
で

「
道
は
一
に
原
づ
き
て
雨
に
成
る
。
::・
」
と
い
わ
れ
て
い
た、

蔦
物
の
単
一
性
か
ら
二
面
性
へ
の
分
化
・

展
開
は
、

」
こ
で
は

「
中
庸
」
に
よ
っ
て
調
和
さ
れ
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
葉
遁
に
よ
れ
ば
、
高
物
は
「
ご
か
ら

「雨
」
に
分
か
れ
る
が
、
こ

の
分
化
が
明
確
に
認
識
さ
れ
て

い
な
い

(
「
雨
の
明
ら
か
な
ら
ざ
る
」
)
場
合
に
お

レ
て

は、

人
は
「
雨
」
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
一
方
を
固
執
す
る

の
で
、

た
と
え
ば
君
や
上
位
者
に
針
す
る
態
度
と
父
や
下
位
者
に
到
す
る
態
度
と
の
聞
に
お
け
る
よ
う
な
デ
ィ
レ
ン
マ
が
「
雨
」

の
聞
に
生



じ

「
事
迂
反
逆
」
の
混
範
、

不
調
和
が
起
る
。

し
か
る
に

「
ご
が
「
南
」
に
展
開
し
た
ま
ま
の
朕
態
で
は、

「両」

の
封
立
の
み
が
あ

る
か
ら
、
こ
の
不
調
和
は
解
決
さ
れ
な
い
。
不
調
和
の
解
決
は
、

い
わ
ゆ
る
「
君
子
の
中
庸
」
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。

『
躍
記
』
中
庸
篇
の

「
誠
」
と
は
、

「中
庸
を
魚
す
所
以
」

で
あ
り
、

「
中
和
」
と
は

「
其
の
誠
を
養
ふ
所
以
」
で
あ
っ
て
、

「
中
和
な
ら
ば
以
て
誠
を
養
ふ
に

足
り
、
誠
な
ら
ば
以
て
中
庸
を
震
す
に
足
る
」

(
同
前
)
。
す
な
わ
ち
、

「雨
」
に
分
化
し
た
各
お
の
の
一
を
固
執
す
る
の
で
な
く
「
誠
」

--， 

中

和
」
に
よ
っ
て
「
中
庸
」
を
保
つ
な
ら
ば
、
封
立
す
る
「
雨
」
を
調
和
す
る
(
「
物
の
商
を
済
ふ
」
〉
こ
と
を
得
、

そ
こ
で
デ
ィ
レ
ン
マ
を
解
決
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
ー
ー
か
よ
う
に
彼
は
説
く
の
で
あ
る
。

右
の
文
で
葉
遁
が
、

「
中
庸
と
は
、
物
の
雨
を
済
ひ
て
道
の
一
を
明
ら
か
に
す
る
所
以
の
者
」
だ
と
い

っ
て
い
る
こ
と
は
、

「
一
に
原
づ
き

と
を
示
す
。

て
雨
に
成
る
」
と
さ
れ
て
い
た
「
遁
」
が
、
こ
こ
で
、
君
子
が

「中
庸
」
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
再
び
統
一

さ
れ
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ

(

幻

〉

「
中
庸
」
が
天
・
地
・
人
に
わ
た

っ
て
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、

し
か
も

「
物
」
の
世
界
に
存
す
る
原
則
と
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し
て
の
「
道
」
の
全
般
に
わ
た
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
さ
て
こ
の
こ
と
と
、
前
述
し
た
、
陰
陽
に

つ
い
て
の
彼
の
見
方
と
を
結

合
し
て
い
う
な
ら
ば
、
高
物
は
「
ご
か
ら

「南」

へ
の
分
化
・
展
開
を
な
し
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
は
、
陽
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
面
が
主
導
す

る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

し
か
も
究
極
的
に
は
、

「
中
庸
」

に
よ

っ
て
こ
の
分
化
・
展
開
は
調
和
さ
れ
、
そ
の
一
意
味
に
お
い
て
「
ご
に
掃
着
す

る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

葉
適
の
い
う
「
中
庸
」
が
、
封
立
物
の
闘
争
を
否
認
し
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
和
解

・
調
和
せ
し
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
は
、
す
で

(

お

)

に
指
摘
さ
れ
て
レ
る
所
で
あ
る
が
、
彼
自
身
の
政
治
思
想
、
特
に
園
家
観
に
卸
し
て
見
れ
ば
、
そ
の
「
富
人
L

へ
の
見
解
と
の
関
連
が
、
注
目

さ
れ
よ
う
。

牒
官
と
抗
衡
す
る
」

一
般
の
「
斉
民
」
は

「
衣
食
僅
か
に
足
り
、
昔
は
耕
織
を
以
て
自
営
せ
し
者
も
、
今
は
皆
轄
徒
し
て
盗
賊
と
篤
り
凍
餓
す
」
(
文
図
、

奏
議
、
財

(

却

)

〆

解
説
均
一
ω
も
)
、
と
い
う
ご
と
き
階
層
分
裂
、
土
地
所
有
の
進
展
を
指
摘
し
て
お
り
、
前
引
の
よ
う
に

葉
遁
は
、
嘗
時
の
農
村
に
お
け
る

「
富
人
」

(
地
主
屠
〉
が
「
皆
其
の
智
は
以
て
粂
弁
す
る
に
足
り

の
に
反
し、

4.7 

総
論
二

・
別
一
一
、
外
葉
、

経
線
制
銭
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(
ぬ
〉

「
理
財
は
緊
放
と
異
な
る
」
と
し
、
経
綿
制
鎮
の
患
を
い
う
な
ど
人
民
の
負
携
の
軽
減
を
主
張
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
斉
民」

を
擁
護
す
る
の
で

あ
る
が
、鯨
官
不
幸
に
し
て
養
民
の
楼
を
失
ひ
、
輔
じ
て
富
人
に
蹄
す
。

其
の
積

し
か
し
「
富
人
」
自
鐙
の
存
在
と
そ
の
活
動
に
閲
し
て
は
、
こ
れ
を
是
認
し
て
次
の
よ
う
に
論
ず
る
。

一
世
に
非
ざ
る
な
り
。

小
民
の
田
無
き
者
は
、

田
を
富
人
に
偲

り
、
田
を
得
る
も
以
て
耕
を
魚
す
無
く
ば
、
資
を
富
人
に
借
る
0

・
:
:
・
而
う
し
て
叉
上
官
職
に
嘗
り
、

有
り
て
、
以
て
上
命
に
鹿
ず
る
無
く
ば
、
常
に
具
を
富
人
に
取
る
。
然
ら
ば
則
ち
富
人
な
る
者
は
、
州
鯨
の
本
に
し
て
、
上
下
の
頼
る
所

な
り
。
富
人
は
天
子
の
震
に
小
民
を
養
ひ
、
叉
上
用
を
供
す
。
厚
く
葺
を
取
り
以
て
自
ら
封
殖
す
と
難
も
、

其
の
勤
務
を
計
る
に
、
亦
略

(
別
二
、
進
巻
、
民
事
下
)

雑
出
無
数
、

吏
常
に
非
時
の
責

相
嘗
れ
り
。

か
つ
ま
た
、
富
人
が

「豪
暴
過
甚
、
粂
取
し
て
己
む
無
き
」
場
合
に
は
吏
が
こ
れ
を

「数
戒
」
す
べ
き
だ
が
、

小
民
を
養
は
ず
し
て
、
而
も
吏
先
づ
富
人
を
破
壊
す
る
を
以
て
事
と
震
す
」
の
は

「
善
く
治
を
魚
す
者
に
非
ざ
る
な
り
」
と
も
い
う
(
同
前
)
。

(
紅
)

こ
れ
は
、
彼
の
井
田
制
復
活
不
可
能
論
(
同
前
)
と
同
様
、
現
貫
主
義
的
感
究
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

(
m
M
〉

し
か
も
江
南
土
着
の
勢
力
に
属
し
て
い
た
彼
の
社
禽
的
地
位
に
も
と
づ
く
で
あ
ろ
う。

「
人
主
既
に
未
だ
能
く
自
ら

よ
り
根
本
的
に
は

中
小
地
主
階
層
出
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身
で
あ
り
、

そ
し
て
こ
の
こ
と
を
、
前
述
の
「
中
庸
」
論
と
の
繋
が
り
で
見
る
な
ら
ば
、
「
ご

か
ら
「
南」

へ
の
分
化

・
展
開
の
な
か
に
あ
っ
て

「雨
」

の
聞
の
不
調
和
を
解
決
し
「
物
の
雨
を
済
ふ
」
も
の
と
し
て
の

「中
庸
」
の
概
念
が
、
園
家
全
伎
と
い
う
場
で
具
鐙
化
さ
れ
た
も
の
こ
そ
、
ま

さ
し
く

「
天
子
」
と
「
小
民
」
と
の
中
聞
に
介
在
し
て

「
上
下
の
頼
る
所
」
と
な
る
「
富
人
」
の
位
置

・
役
割
に
ほ
か
な
ら
ぬ
と
い
え
る
で

も
っ
ぱ

「
今
天
下
の
民
、
斉
し
か
ら
.
さ
る
こ
と
久
し
。
開
闇

・
数
散
・
軽
重
の
権
、

一
ら
に
は
上
よ
り
出
で
ず
、

而
う
し
て
富
人
大
賀
分
か

あ
ろ
う
。

ち
て
之
れ
を
有
す
る
こ
と
、
其
の
幾
千
百
年
な
る
か
を
知
ら
ざ
る
な
り
」
(
文
四
、

奏
議
、
財
計
上
・
別
二
、

遂
容
、
財
計
上
)
と
も
彼
は
い
う。

階

層
分
裂
の
現
肢
を
前
提
と
し
つ
つ
、
上
下
の
中
聞
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
た
「
富
人
」
層
に
、
国
家
維
持
の
祉
禽

・
経
済
的
役
割
を
認
め
る

の
で
あ
り
、

そ
れ
は
ま
た
、

(
「
富
人
大
賀
」
の
語
が
示
す
よ
う
に
)
前
述
の
抑
商
論
批
判
に
連
な
る
。
(
注
(却
)
参
照
)
|

|
l

更
に
い
え
ば
、

や
は
り

前
述
し
た
ご
と
き
、
陰
陽
を
同
等
に
捉
え
る
の
で
な
く
陽
に
主
要
性
を
付
興
す
る
葉
通
の
考
え
方
は
、

首
然
、

君
民
上
下
の
関
係
に
お
い
て



は
、
上
な
る
君
主
を
「
陽
」
と
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
と
右
の
「
富
人
」

評
債
と
を
結
合
す
れ
ば
、
君
主
な
い
し
園
家
権
力
が
主

導
的
に
一
般
人
民
を
支
配
す
る
が

「富
人
」
層
が
こ
の
「
雨
」
者
の
中
聞
に
存
在
し
て
「
天
子
の
震
に
小
民
を
養
ひ
叉
上
用
を
供
す
る
」
、

と
い
う
園
家
観
が
構
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

葉
通
は
、

(

お

)
が
、
『
論
語
』
潅
也
篇
に
い
わ
ゆ
る
「
中
庸
」
の
徳
そ
の
も
の
に

つ
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
、

『
躍
記
』
中
庸
篇
に
閲
し
て
は
、
晩
年
の
『
習
翠
記
言
序
目
』
で
は
、

朱
果
と
は
針
照
的
に
、
批
剣
的
見
解
を
一
示
す
よ
う
に
な
る

「
其
の
徳
至
れ
り
、

聖
人
心
を
鷲
に
壷
す
L

'" 習

八
、
薩
記
)
と
し
て
い
る
。

彼
が
、

『管
子
』

の
法
家
的
法
思
想
を
非
難
し
て
「
命
令
の
設
け
ら
る
る
は
、

民
の
震
に
す
る
所
以
、

君
の
震
に

非
ざ
る
な
り
」

(習
四
五
、
管
子
)
と
い
う
反
面

「
天
下
を
治
む
る
に
常
道
有
り
。

下
民
の
震
に
す
る
を
過
ご
さ
ず
、

上
君
の
震
に
す
る
を

過
ご
さ
ず
、

君
民
欲
を
過
ご
さ
ず
し
て
交
ご
も
其
の
願
ふ
所
を
得
」

ス
意
識
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
|
|
事
功
涯
的
現
実
主
義
者
と
し
て
の
葉
適
の
園
家
観
・
政
治
思
想
は
、

(
別
八
、
進
巻
、
蘇
縛
)
と
い
っ
て
い
る
所
に
も
、

「中
庸
」
的
な
守
ハ
ラ
ン

、‘

、

4μ

，〈、

「南
」
と
「
中
庸
」
に
よ
る
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そ
の
調
和
を
説
く
世
界
観
に
裏
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

※ 

※ 

※ 

以
上
、
本
稿
に
お
い
て
筆
者
は
、
葉
遁
に
お
け
る
「
天
地
」

「人」

「物」

「気」

「理
」

「
道
」
等
の
概
念
に
つ

い
て
検
討
し
、
そ
の
上

で
、
彼
の
世
界
観
な
い
し
自
然
観
に
お
け
る
、
人
の
作
震
を
重
視
す
る
見
地
が
、
「
理
財
」
を
説
く
事
功
汲
的
思
想
の
基
底
を
な
し

て
い
る
こ
と
、
「
ご
か
ら
「
雨
」
へ
の
、
か
つ
「
陽
」
に
主
導
さ
れ
た
分
化
・

展
開
と
い
う
護
想
が
、

同
じ
く
事
功
波
的
な
功
利

・
現
貫
主

義
を
基
礎
e
つ
け
て
い
る
こ
と
、
こ
の
護
想
は
し
か
も
ま
た
、
「
中
庸
」
に
よ
る
調
和
に
結
合
し
て
お
り
、
そ
こ
に、

「
富
人
」
の
役
割
を
是
認

す
る
園
家
観
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

な
ど
を
考
察
し
た
。
も
と
よ
り
、
鯛
れ
え
な
か
っ
た
問
題
(
た
と
え
ば
彼
の
思
想
の
形
成
過
程
〉
も
あ
り
、

(
担
〉

彼
と
朱
蕉
と
の
封
比
に
つ
い
て
も
不
十
分
で
あ
る
が
、
思
想
内
容
の
分
析
は
ひ
と
ま
ず
な
し
え
た
と
お
も
う
。
宋
代
思
想
史
の
専
家
の
批
判
を

「
功
利
」

49 

一司一附いたい。
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註(1
)

葉
通
に
関
す
る
研
究
文
献
で
筆
者
の
知
る
主
な
も
の
を
翠
げ
る
。

大
瀧
一
雄
葉
遊
{
千
野
哲
人
博
士
米
詩
記
念
論
集

『
中
園
の

思
想

家
』

下

動
草
書
房

一
九
六
三

庄
司
妊

一

朱
子
と
事
功
滋
朱
子
同
学
大
系
1

『
朱
子
摩
入
門
』
明

徳
出
版
社
一
九
七
回

同

業

適
の
経
典
批
判
付
「
密
教
文
化
」

一
一
七

一
九
七

近
藤

一
成

宋

代
永
嘉
皐
源
の
理
財
論
「
史
観
」
九一

一

一
九
七
五

同
宋
代
氷
一
嘉
摩
波
葉
通
の
釜
夷
槻

「
史
皐
雑
誌
」
八
八
|

六

一

九

七
九

強

「
開
棺
用
丘
一」
を
め
ぐ
っ
て
「
東
洋
史
研
究
」
一
一
一六
|

三

一
九
七
七

遜
秦
拾
の
南
北
構
想
試

論

「

史
皐
研
究
」
一

五
O

一
九

八
一
南
宋
功
利
皐
汲
に
つ
い
て

『
中
園
思
想
史
の
諸
相
』

一拍
岡
中
図
書
庖

一
九
八
九

*

*

*
 

山
来
週
在
中
国
哲
翠
史
上
之
位
置

庚
州
綴
南
大
風
一十
「
嶺
南

泉州柑
」
二
|
四
一
九
一
一
一
一
ニ

関
子
葉
通
ーー
葉
通
墓
碑
記
介
紹
|

「

文
史
哲
」

八
|
四

論
業
適
思
想
|
中
華
書
局
輯
刊
葉
通
集
序
|

一
中
華
醤
局

一
九
六
一

葉
通
哲
皐
思
想
的
評
償
問
題

衣
)11 

寺
地

荒
木
見
悟

何
格
関
心

張

市川唱
d
V
2
H
 

一
九
五

呂

振

羽
伺

『
葉
通
集
』

包

湿

信

「
祉
舎
利
息
'戦
線
」

九
七
八
|
三

葉
遁

『
中
園
古
代
著
名
哲
皐
家
評
惇
』
続
編
3

書
吐

一

九

八
二

陳
亮
#
来
週
間
学
仮
性
初
探

『
論
中
園
哲
間
四
千
史
』

淑
江
人

民
出
版
社

一
九
八
三

葉
遊
思
想
及
其
封
理
皐
的
批
判
門
「
中
園
史
研
究
」

一
九

八
四
|
一

『業
水
心
先
生
年
譜
』

牽

北
大
安
出
版
社
一
九
八
八

*

*

*

 

者

53
ロ

JF
ロ

F
0・
叫

dzh志
S
札

叫
が

2
1
2
¥
F
p
g
h
p

、H
，rmw
の
E
ロ
ゆ
日
刊

C
ロ

zoa-門司
O
同

Z

O
口

問

穴
O
ロ
同
・

5
2・

(
2
〉

『
習
摩
記
言
序
回
』
の
テ
キ
ス
ト
は
中
華
書
局
排
印
本
(
全
二
部、

一
九
七
七
)
に
よ
り
、
敬
郷
機
叢
警
本

・
四
庫
全
書
珍
本
三
集
木

・
中

園
子
皐
名
著
集
成
影
印
奉
古
祷
紗
本
を
参
考
に
し
た。

な
お
、
本
書
の
書
名
に
つ
い
て
、
中
華
書
局
本
出
版
読
明
は
、

孫
之

弘

(
葉
遁
門
人
、

『
宋
元
皐
案
』
各
五
五

「
水
心
聞
申
案
」
下
参
照
)
の

序
に
も
と
づ
き
、
葉
通
は
は
じ
め
「
経
史
百
氏
の
係
自
を
斡
録
」
し
た

の
み
で
評
論
を
加
え
ず
『
割自民平記
言
』
と
名
づ
け
た
が
、
後
に
「
群
書

を
研
玩
」
し
論
述
を
加
え
て

『
習
筆
記
言
序
回
』
を
書
名
と
し
た
、
と

す
る
。
劉
建
園
氏
は
、

こ
れ
を
支
持
し
つ

つ、

『
習
拳
記
言
序
目
』

と

『
習
察
記
言
』
と
は
著
作
過
程
で
生
じ
た
一
警
の
二
名
で
、
孫
之
弘
序

に

『
習
皐
記
言
序
自
』
、
在
綱
(
『
宋
史
』
径
四
O
八
に
偲
あ
り
)
原
践

に
『
習
祭
記
言
』
と
い
う
の
に
よ
れ
ば
、
嘉
定
一
六
年
の
刊
刻
の
時
か

ら
そ
う
で
あ
っ

た
、
と
す
る
(
『
中
園
哲
皐
史
史
料
皐
概
要
』
上、

吉

桜

字
列
…

脅
魯

陳

玉

森

十
字
経
元

周
同
学
武
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林
人
民
出
版
社
、

ω
J
則
頁
)
。
他
に
、
張
岱
年
氏
〈
『
中
園
哲
拳
史
史

料
皐
』
、
三
聯
書
広
、
川

l
川
頁〉

・
陳
金
生
氏
(
「
《
習
皐
記
言
序
目
》

正
名
」
、
『
中
園
哲
皐
史
研
究
』
一
九
八
三
|
四
、
張
氏
へ
の
反
論
)
・
某

氏
(
「
4

序
目
。
解
」
、
『
中
園
哲
拳
』
ロ
、
人
民
出
版
社
、
万
頁
)
、
周

皐
武
氏
(
前
掲
書
、
問
頁
)
ら
の
所
設
が
あ
る
が
、
要
す
る
に
、

『習

準
記
言
序
回
』
が
正
確
な
書
目
で
、
『
習
摩
記
言
』
は
、
今
日
で
は
慣

行
的
な
別
稽
な
い
し
略
稽
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
下
、

『習
事
記
言
序
回
』
よ
り
引
用
す
る
場
合
、
(
習
ご
な
ど

の
よ
う
に
略
記
す
る
。
数
字
は
巻
を
示
す
。

(
3
〉
『
水
心
文
集
』
『
水
心
別
集
』
の
テ
キ
ス
ト
は
中
華
書
局
排
印
本

『
葉
通
集
』
(
全
三
筋
、
一
九
六
一
)
に
よ
り
、
永
嘉
叢
書
本
『
文

集
』
『
別
集
』
、
四
部
叢
刊
本
『
文
集
』
を
参
考
に
し
た
。
な
お
中
華

書
局
本
編
校
後
記
参
照
。

以
下
、
『
水
心
文
集
』
『
水
心
別
集
』

よ
り
引
用
す
る
場
合
、
(
文

一
)
(
別
一
)
な
ど
の
よ
う
に
略
記
す
る
。
数
字
は
巻
を
示
す
。

(

4

)

「
進
各
」
(
制
科
の
進
各
、
『
直
積
書
録
解
題
』
巻
一
八
参
照
〉
の

著
作
時
期
に
つ
い
て
、
周
皐
武
前
掲
書

(必
J
必
頁
)
は
、
院
元

(『掌

経
室
外
集
』
巻
四

「
賢
良
進
巻
提
要
」
〉

の
、
淳
隈
二
年
、
賢
良
が

響
げ
ら
れ
た
際
の
も
の
と
す
る
設
と
、
孫
諮
譲
ハ
「
温
州
経
籍
士
山
」
袋

二
一
)
の
、
「
水
心
少
時
作
り
て
以
て
制
科
の
寧
に
備
へ
し
所
の
者
」

と
す
る
設
と
を
引
く
。
近
藤
一
成
前
掲
論
文
(
一
九
七
九
〉
は
、
淳
照

一一

i
四
年
の
執
筆
と
推
定
す
る
。

(
5
〉
同
じ
く

『
老
子
』
ハ
第
一
一
一
一
一
章
〉
を
評
す
る
な
か
で
、
彼
は
、
「
瓢

風
間
甑
雨
は
、
天
地
の
意
に
非
ざ
る
な
り
、
其
の
陵
態
笈
淫
す
る
が
若
き

は
、
二
気
の
手
ひ
よ
り
起
る
0

・
・
・
」
(
習
一
五
、
老
子
)
と
、
天
地
が

陰
陽
二
気
に
到
し
主
陸
的
機
能
を
持
っ
た
こ
と
を
否
定
し
て
も
い
る
。

(
6
〉

十
二
律
管
を
十
二
辰
の
方
位
に
置
き
、
一

端
を
地
中
に
埋
め
、
医
李

の
灰
を
そ
の
中
に
賓
た
し
、
毎
月
の
気
と
律
と
が
一
致
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
灰
が
飛
ぶ
よ
う
に
装
置
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
節
気
を
候
う
、
と
い

う
も
の
。

『惰
書
』
の
ほ
か
、
禁
色
「
月
令
章
句
」
(
『
躍
記
』
月
令

疏
・
『
太
卒
御
覧
』
巻
一
六
所
引
)
・
『績
漢
書
』
律
暦
+
芯
上
・
墨
田
書
』

律
暦
志
上

・
『
碓
記
』
月
令
孔
疏
を
参
照
。
な
お
沈
括
『
夢
渓
筆
談
』

(
径
七
)
に
こ
の
法
に
つ
い
て
の
設
明
が
見
え
る
。
洪
世
年
・
陳
文
言

『
中
園
気
象
史
』
(
農
業
出
版
社
、

O

J
m
頁
)
は
、

一
種
の
地
温
計

に
よ
り
季
節
獲
化
を
測
定
す
る
も
の
だ
と
す
る
。

(
7
〉
た
だ
し
、
彼
に
お
い
て
、
陰
と
陽
と
は
同
等
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の

で
は
な
い
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
。

〈
8
)

五
行
に
つ
い
て
も
、
「
五
行
の
物
、
天
下
に
遁
涌
し
、
之
れ
に
鏑
れ

ば
即
ち
謄
じ
、
之
れ
を
求
め
ば
即
ち
得
ら
る
」

(
習
三
九
、
唐
書
、

志
)
と
、
そ
れ
が
日
常
的
に
知
覚
さ
れ
る

「
物
」
で
あ
る
こ
と
を
設
い

て
い
る
。

(
9
〉

『
論
語
』

公
冶
長
篇
の
「
老
者
安
之
、

朋
友
信
之
、
少
者
懐
之
」
に

つ
い
て
、
彼
は
、
「
近
世
の
撃
者
、
乃
ち
以
篤
へ
ら
く
是
く
の
如
く
な

ら
ば
則
ち
天
地
と
量
を
同
じ
く
す
と
。
且
つ
天
地
は
大
な
り
と
雄
も
、

亦
烏
ん
ぞ
能
く
老
を
安
ん
じ
て
少
を
懐
け
ん
や
」
(
習
二
二
、
論
語
)

と
い
う
。
朱
曹
常
集
注
引
く
程
子
の
説

(「至
於
夫
子
、
則
如
天
地
之
化

工
、
付
輿
高
物
而
己
不
労
駕
、
此
聖
人
之
所
信
同
也
¥
二
程
外
書
/、

」
/
径
三
参
照
¥

「
先
観
二
子
之
言
、
後
観
聖
人
之
言
、
分
明
天
地
気
象
」

〈佐
川
語
一

吾
1
上
/

参
同
刊
ハ
¥
)
へ
の
批
剣
で
あ
ろ
う
が
、
天
地
が
人
に
針
し
て
主
陸
的
機
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能
を
持
つ
こ
と
を
否
定
し
た
も
の
で
も
あ
る
。

(

m

)

『
易
』
繋
僻
俸
が
占
卜
を
紳
秘
化
し
て
い
る
こ
と
へ
の
批
判
(
習

四
、
「
子
日
知
努
化
之
道
者
」
傑
)
も
、
天
人
感
態
否
定
の
立
場
に
つ

な
が
る
も
の
で
あ
る
(
注
(
日
)
参
照
)。

(
孔
)
劉
煉
の
天
文
・
暦
法
上
の
業
績
に

つ
い
て
は
、
薮
内
清

『
支
那
の
天

文
皐
』
(
恒
星
位
、
川

l
m頁
)
・
同
氏

『
惰
唐
暦
法
史
の
研
究
』

(臨

川
書
庖、

U
J
ロ
頁
)
に
論
ぜ
ら
れ
て
お
り
、

ジ
ョ
セ
フ
・
ニ

l
ダ

ム、

東
畑
精
一

・
紅
以
内
清
院
修
邦
-
諜
『
中
園
の
科
翠
と
文
明
』

(
思
索

祉
)
第
四
・
五
・
七
巻
に
も
言
及
が
見
え
る
。

(
ロ
)
直
接
に
は、

里
仁
篇
と
術
短
公
篇
の

ご
以
貫
之
」
に
関
し
、

孔
子

に
お
い
て
道
は
恒
久
的
で
あ
っ
た
と
す
る
も
の
。

(
日
)
彼
は
し
ば
し
ば
「
這
」
と
「
皐
」
を
併
稽
す
る
。

「
長
渓
修
皐
記
」

(
文
一
一
)
「
南
安
軍
三
先
生
洞
掌
記
」

(
同
)
「
台
州
州
率
三
老
先

生
洞
堂
記
」
(
同
)
「
宜
興
豚
修
皐
記
」
(
同
〉

「
答
奥
明
輔
書
」

(
文
二
七
)
等
。

何
格
恩
前
掲
論
文
参
昭
一
。

(

M

)

葉
通
は
、
孔
子
か
ら
曾
子
へ
、
更
に
子
思
へ
と
道
が
博
え
ら
れ
た
と

す
る
読
を
課
り
と
し
て
お
り
、
孟
子
に
針
し
て
も
必
ず
し
も
高
い
-評
債

を
輿
え
な
い
。
当
日
号
ロ
名
目

F
0
・。、・

5
4
3・
H
2ー
ロ
印
・
李

経
元
前
掲
論
文

・
荒
木
見
悟
前
掲
論
文
参
照
。

(江川〉

彼
は
、

『
易
』

十
翼
の
う
ち
、

象
博

・
象
俸
の
み
が
孔
子
の
作
で
あ

る
と
す
る
(
習
三
、
周
易
三

・
同
四
、
周
易
四

・
同
二
ハ
、
子
華
子

・

同
四
四
、

太
玄

・
同
四
九
、
皇
朝
文
鑑
三
、
等
、
な
お
習
三
の
文
は
、

中
華
書
局
排
印
本
が
「
水
心
築
案
」
上
に
よ
り
改
め
る
の
に
従
う
。)
。

大
瀧
一
雄
前
掲
論
文

・
庄
司
妊
一
前
掲
論
文
(
一
九
七
四
〉

参
照
。
ま

た
朱
伯
昆

『
易
摩
哲
皐
史
』
ハ
北
京
大
皐
出
版
社
、
中
、

m
l叩
頁
〉

に
彼
の

『
易
』
論
が
詳
説
さ
れ
て
い
る。

〈
日〉

後
述
す
る
よ
う
に
、
彼
は
、
陰
と
陽
を
同
等
に
針肺
隠
さ
せ
る
こ
と
を

非
と
し
、
陽
を
重
硯
し
た
。

(
げ
)

『
老
子
』

に
関
す
る
彼
の
見
解
に
つ

い
て
は
、
拙
稿

「
葉
通
の
『
老

子
』
評
」

(
『
赤
塚
忠
著
作
集
』
第
二
各
月
報
、
研
文
社
)
に
概
略
を

記
し
た
。

(
凶
)
天
と
は
理
で
あ
る
と
し
、

「
字
ー宙の
聞
は
一
理
の
み
、
天
之
れ
を
得

て
天
畳
間
り
、
地
之
れ
を
得
て
地
震
り
、
・
・
」
(『
朱
文
公
文
集
』

巻
七

O
「
議
大
紀
」
)

「
天
の
天
馬
る
所
以
は
理
の
み
」
(
『朱
子
語
類
』
巻

二
五
〉
な
ど
と
も
い
う
道
事
汲
の
読
と
の
比
較
検
討
が
重
要
な
課
題
で

あ
ろ
う
。

(
日
〉
彼
は

『
易
』
を
論
ず
る
な
か
で
、

「
八
物
」
の
交
錯
に
よ

っ
て
諸
事

を
象
徴
す
る
の
が
六
十
四
卦
だ
と
い
う
(
習
三、

周
易
三
)
。「
八
物
」

す
な
わ
ち
天

・
地
・
水
・
火
・

雷

・
風

・
山
・

津
は
、

一
気

・
陰
陽
に

も
と
づ
く
の
で
あ
る
か
ら

(
別
五
、
進
巻
、

易
、
前
引
)
、
こ
こ
で
は

『
易
』
の
解
四
揮
を
通
し
て
、
気
の
世
界
観
が
述
べ
ら
れ
て
い
る。

(
初
)
前
引
の

「
財
計
」
上
で
は
、

「
富
人
大
賀
」
の
存
在
の
事
貨
に
も
と

づ
い
て
、
王
安
石
の
市
易
法
を、

「
一商
賓
の
胃酬
を
奪
ふ
」
も
の
と
し
て

非
難
し
て
い
る
。

(
幻
)

葉
通
の
経
済

・
財
政
思
想
に
つ
い
て
は
、
近
藤
一
成
前
掲
論
文

(
一

九
七
五
)
・
胡
寄
留

『
中
園
経
済
思
想
史
』
(
上
海
人
民
出
版
社
、
中
、

川

t
m頁
)
・
粛
清
『
中
園
古
代
貨
幣
思
想
史
』
(
人
民
出
版
社
、

川
、，f

川
頁
)
等
が
あ
る
。

(
幻
)
先
に
見
た
よ
う
に
彼
に
あ
っ
て
は
、
蔦
物

の
貧
質
を
な
す
も
の
は

「
気
」
、
そ
れ
が
二
面
的
に
表
象
さ
れ
る
場
合
が
「
陰
陽
」
で
あ
り、
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天
地
の
な
か
で
陰
陽
の
気
が
作
用
し
そ
れ
が
高
物
を
生
滅
せ
し
め
る
、

と
い
う
闘
式
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
い
わ
ば
自
然
哲
闘
争
的
思
考

を
、
高
物
に
存
す
る
「
道
」
と
い
う
レ
ヴ
ェ
ル
に
抽
象
化
し
て
表
現
し

た
も
の
が
、
「
道
は
一
に
原
づ
き
て
雨
に
成
る
」
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
な
お
彼
は
「
理
」
に
つ
い
て
も
、

「
理
は
未
だ
封
立
せ
ざ
る
者
有

ら
ざ
る
な
り
」
(
習
て
周
易
一
)
と
い
う
。

(
幻
)
先
に
注
記
(
日
〉
し
た
よ
う
に
、
葉
通
は
、
十
翼
中
の
象

・
象
の
み
孔

子
の
作
と
す
る
。
「
一
陰
一
陽
」
に
つ
い
て
の
ほ
か
、
繋
辞
惇
官
頭
の

乾
坤
を
並
稽
す
る
章
に
つ
い
て
も
、
乾

(陽
)
を
坤
(
陰
〉
と
同
等
な

ら
し
め
る
も
の
と
し
て
非
難
し
て
い
る

(
習
四
、
周
易
四
)
。
な
お
朱

伯
毘
前
掲
書
、
中
、
問
頁
以
下
参
照
。

(
剖
〉
繁
記
の
こ
の
語
の
衣
の
文
に
、
「
物
至
り
て
知
知
り
、
然
る
後
に
好

怠
即

-b

悪
形
は
る
、
好
悪
内
に
節
無
く
、
知
外
に
誘
ひ
、
婦
に
反
る
能
は
ず
、

天
理
滅
ぶ
」
と
し
て
、
「
天
理
」
と

「人
欲
」
と
を
封
立
さ
せ
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
葉
遁
が
、
「
則
ち
是
れ
知
と
物
と
均
し
く
不
善
と

潟
す
、
此
の
賜
何
に
自
っ
て
か
反
ら
ん
、
天
理
烏
ぞ
得
て
存
せ
ん
」
と

批
剣
す
る
の
は
、
朱
烹
の
天
理
人
欲
論
と
封
比
さ
れ
よ
う
。
彼
は
ま

た
、
近
世
、
息
を
論
ず
る
者
が
「
『
動
く
に
天
を
以
て
せ
ば
元
妄
と
篤

ヘ
程
飯
易
俸
)
と
謂
ひ
、
而
う
し
て
天
理
人
欲
を
以
て
聖
狂
の
分
と

』
/
元
妄
卦
¥

震
す
」
の
を
、
非
難
し
て
も
い
る
(
習
二
、
周
易
二
三
な
お
大
瀧

一

雄
前
掲
論
文
参
照
。

(
お
)
彼
は
ま
た
、

「
後
世
の
儒
者
」
が
仁
義
穫
祭
は
唐
虞
三
代
の
み
に
あ

り
と
す
る
の
は
、
「
其
の
名
に
街
ひ
て
其
の
涯
を
執
る
」
も
の
だ
と
非

難
し
つ
つ
、
「
一
も
唐
虞
三
代
の
如
く
な
ら
ざ
る
者
無
か
ら
し
む
る
」

こ
と
で
は
な
く
、
「
三
才
の
理
(
前
文
参
照
)
に
順
ひ
、
嘗
世
の
宜
に

因
り
、
患
げ
て
之
れ
を
措
く
」
こ
と
が
必
要
だ
、
と
い
う

(
別
八
、
進

巻
、
王
通
〉。
な
お
近
藤
一
成
前
掲
論
文
(
一
九
七
五
)
に
、
彼
の
歴

史
観
へ
の
論
及
が
あ
る
。

(
お
)
「
其
の
爾
震
る
に
及
ぶ
や
」
よ
り
こ
こ
ま
で
は
、
「
雨
」

〈二
面
)

が
た
だ

「
雨
」
と
し
て
の
み
存
在
し
、

「
爾
」
者
の
封
立
の
み
が
あ
る

の
で
は
、

「
雨
」
者
の
形
態
は
存
し
て
も
相
互
聞
の
働
き
あ
い
が
起
ら

ず
、
形
遊
は
漉
滞
し
て
微
妙
な
努
化
が
生
じ
な
い
、

の
意
で
あ
ろ
う
。

(
幻
)
「
進
巻
、
中
庸
」
に
「
日
月
寒
暑
、
風
雨
霜
露
、
是
れ
遠
し
と
錐
も

而
も
候
を
以
て
推
す
可
し
、
此
れ
天
の
中
庸
な
り
。
:
:
:
之
れ
を
慈
ゑ

て
必
ず
生
じ
、
之
れ
を
撃
ち
て
泉
に
及
び
、
山
獄
之
れ
に
附
し
、
人
畜

之
れ
に
附
し
て
傾
か
ざ
る
、
此
れ
地
の
中
庸
な
り
。
是
の
故
に
天
は
誠

に
覆
ひ
て
地
は
誠
に
載
す
。
惟
れ
人
も
亦
然
り
。
:
:
:
」
と
。

(
お
)
侯
外
底
主
編

『
中
園
思
想
通
史
』

(
人
民
出
版
社
、

四
下
、

m
l川

頁
)・

呂
振
羽
前
掲
論
文
・

官
同
契
『
中
園
古
代
哲
息
子
的
遜
鶴
設
展
』

(上

海
人
民
出
版
社
、
下
、

m
J
m頁)。

(
却
)
彼
の
郷
里
で
あ
る
損
州
永
嘉
豚
の
土
地
所
有
の
寅
情
に
つ
い
て
、
周

藤
吉
之
「
南
宋
郷
都
の
税
制
と
土
地
所
有
」

(
『
宋
代
経
済
史
研
究
』、

東
京
大
皐
出
版
舎
)
に
、
『
別
集』

一
六

「
後
総
」
を
資
料
と
し
た
分

析
が
あ
る
。

(
ぬ
)

文

て

奏
割
、
上
孝
宗
皇
帝
劉
子

(別

一
五
、
外
葉
、
上
殿
劉
子
Y

ヨ
刊
車
同

文
一
、
問
、
上
寧
宗
皇
帯
劉
子
コ
制
三

・
文
四
、

奏
議
、
財
総
論
二

(
別
一

て

外
葉
、
経
線
制
銭

一
・
二
に
相
賞
す
る
部
分
〉
。

(
但
)
そ
れ
と
朱
烹
の
土
地
制
度
論
と
の
比
較
に
つ
い
て
は
、

周
藤
吉
之

「
宋
代
の
土
地
制
度
論
」
(
『唐
宋
社
曾
経
済
史
研
究
』
、
東
京
大
皐
出

版
倉
)
参
照
。
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(
辺
)
周
皐
武
前
掲
書
に
よ
れ
ば
、
葉
氏
は
適
の
曾
祖
の
代
ま
で
庭
州
龍
泉

に
お
り
、
の
ち
減
州
瑞
安
に
徒
り
、
遁
は
瑞
安
に
生
ま
れ、

の
ち
父
に

随
っ
て
同
じ
州
の
永
嘉
に
従
っ

た
。
彼
の
幼
少
期
の
こ
と
は
、
「
母
社

氏
墓
誌
」
(
文
二
五
〉
に
詳
し
い
。
な
お
張
一
純
前
掲
論
文
参
照
。

(
お
)
同
書
で
は
中
庸
篇
を
「
疑
ふ
ら
く
は
専
ら
は
子
思
に
出
で
ざ
る
な

り
」
(
八
、
捜
記
)
「
宜
し
く
上
位
の
停
ふ
る
所
に
非
ざ
る
ベ
し
」
(
四

九、

皇
朝
文
鑑
三
)
と
評
す
る
。
ま
た
、
孔
子
以
後
の
骨
子
・
子
恩

・

孟
子
と
い
う
道
統
論
に
も
批
剣
的
で
あ
る
(
四
九
、
皇
朝
交
鑑
三
、

注

〈

H
〉
参
照
)
。
た
だ
し
同
書
で
も
中
膚
篇
の

「中
和
」
に
つ
い
て
は
高

く
評
慣
し
て
お
り
(
八
、
捜
記
)
、

「
中
和
」
に
よ
っ
て
「
中
庸
」
を

信
用
す
と
い
う
考
え
方
(
別
七
、

進
巻
、
中
庸
、
前
文
参
照
)
が
繁
化
し

て
い
な
い
こ
と
を
一
示
す
。

(
川
崎
)

者

5
2
0ロ
ど
ま
ロ
円
、
。
.
。
、
・2
h・
は
、
業
遁
の
道
皐
に
削
到
す
る
立
場

に
つ
い
て
論
ず
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
道
皐
と
の
思
想
的
封
比
に
つ

い
て

は
、
荒
木
見
倍
前
掲
論
文
が
詳
し
い
。
近
藤

一
成
前
掲
論
文
(
一
九
七

九
)
は
、

朱
燕
と
葉
遊
の
思
想
は
宋
代
儒
翠
全
腫
の
な
か
で
む
し
ろ
補

完
関
係
に
あ
る
、
と
い
う
見
通
し
を
述
べ

て
い
る
。
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THE PASTORAL CITY AND MAUSOLEAN CITY

　　　　

―NomadicRegime and CityBuilding

　　　　　　　

in theIran･IslamicWorld-

Haneda Masashi

　　

This paper will ｅχamine some ｎｅｗdeveloped cities during the Turkish

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●and Mongol nomadic regimes such as Gazanlya, Sultaniya and Nasriya

in 14th and 15th centuries (from the Ilkhan dynasty to the Ag Quyunlu

dynasty). Through the common features of their city styles, one can notice

how it related to the pattern of the city which was built under the Safavids.

　　

Among these three cities, several similarities can be observed. Firstly,

the place inhabited by nomadic tribes provided fertile water and Bag.

Secondly, the tomb of the sovereign surrounded by religious building

compleχ was located at the centre of the city. Thirdly, finances　donated

for religious purposes　greatly maintained its city function. Thus, when

the cities are called pastoral cities, they must be described as mausolean

city as well.

　　

The characteristic of ａ pastoral city, like the organic composition of

Bag and Maydan, which can be found in Nasriya, was continuously

inherited in establishing Isfahan by
§ah
‘Abbas. Hoｗｅver, the nature of

ａ

　

mausolean

　

city, due to the change　of　imperial　mausolean　concept,

gradually disappeared.

Ａ BRIEF ANALYSIS OF YE SHI 葉適'ＳTHOUGHT

　　　　　　　　　

UCHIYAMA Toshihiko

　　　

This paper intends to analyze the thought of the representative Yongjia

永嘉school thinker, Ye Shi 葉適(1150―1223) in the Southern Song

dynasty.

- １－



　　

Instead of considering Wu 物being dominated by Tiandi 天地, Ye

Shi emphasized the parallelrelationship between the two whose substance

should be simultaneously Qi 気According to his theory, Li理and Dao

道are in both Tiandi and Wu, and they are in no sense superior to Tiandi

and xｖｕ｡

　　

Ye Shi went further that mankind, who also belongs to Wu, realizes

usefulness (Yong用)ｏｆ Wu through his labor (Qinlao勤笏).Thiｓ idea

is a crucial point for the formation of his utilitarianisticand realistic

ideology, as was called Shigongpai 事功派in those days｡

　　

Interpreting the unitary Principle divided into two natures, the Yin

陰and Yang 陽, Ye Shi further stressed the dominant role of the latter

but at the same time not neglecting the importance of mutual harmonization

(Zhongyong中庸).Ａs the above concept was applied to the country, the

role of Furen富人(wealthy people,the landlord class)had to be recognized.

　　

THE GUANDIAN 官店・TAFANG場房IN PEKING AND

COMMERCIAL TAXATION IN THE EARLY MING DYNASTY

Aramiya Manabu

　　

Preceding studies have regarded the Guandian and　Tafang in　the

Ming dynasty as a kind of warehouse, and investigated it from the view

of the development of the commercial structure. This paper illustrates

that they had very much to do with the commercial tａχation and trade,

and describes them as performing ａ　complex　function as　warehouse,

brokerage and commercial tａχationｏ伍ｃｅ.

　　

In 1409, the Ming government founded the Guandian and Tafang in

Peking. The government took the initiative as in Nanking, in order to

deal with the serious decline in the economy in the early Ming. They

were around the Gulouxiadaiie 鼓棲下大街in the north of the Peking

city,and the Dengshijie 燈市街in the south of the city, where had been

the commercial center since the Yuan dynasty. χiangzhang廂長under

the Lijia 里甲system was responsible for the management. In the early
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